
2006

5.1
No.25

KIKUCHI
CITY

豊
か
な
水
と
緑
、

光
あ
ふ
れ
る
田
園
文
化
の
ま
ち

文
化
の
ま
ち

CITY

広
報

菊池市議会議員一般選挙

大切な朝食きちんと食べていますか？
（健康だより）

65歳以上の人（第１号被保険者）
の新しい介護保険料

地域包括支援センター（地域包括支援課内）
がスタートします

・・    

・・・・・・・・・        

・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・ 

4～5

12～13

19

20

CONTENTS

　合併１周年を記念してあっ
た姉妹・友好都市の調印式で、
盟約書・共同宣言書を交わし
た後、固く手を取り合う、左
から多田遠野市議会副議長、
北田菊池市議会議長、本田遠
野市長、福村菊池市長、黒木
西米良村長、佐藤西米良村議
会議長です。
　これまでの交流を更に深め
ることなどが誓われました。



　

４
月
８
日
（
土
）、
合
併
１
周
年

を
記
念
す
る
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

宮
崎
県
西
米
良
村
、
岩
手
県
遠
野
市

と
、
そ
れ
ぞ
れ
姉
妹
都
市
、
友
好
都

市
の
調
印
式
が
市
内
の
ホ
テ
ル
で
あ

り
、
関
係
者
な
ど
約
60
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

西
米
良
村
は
、
16
世
紀
は
じ
め
に

入
山
し
た
菊
池
一
族
が
、
そ
の
後

４
０
０
年
に
わ
た
っ
て
統
治
し
た
と

こ
ろ
で
、
そ
の
郷
土
を
愛
す
る
「
菊

池
精
神
」
は
今
も
村
民
に
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
民
交
流
団
体

（
菊
池
都
市
間
交
流
の
会
な
ど
）
を

中
心
に
、
市
民
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
交
流
活
動
が
民
間
を
中
心
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

遠
野
市
は
、
柳
田
國
男
の
「
遠
野

物
語
」
で
有
名
な
地
で
、
全
人
口
の

25
％
を
「
菊
池
姓
」
が
占
め
て
お
り
、

全
国
で
最
も
「
菊
池
姓
」
の
多
い
都

市
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
菊
池
一
族
の
歴

史
を
基
調
と
し
た
市
民
レ
ベ
ル
の
都

市
間
交
流
事
業
を
行
い
な
が
ら
、
行

政
で
も
職
員
の
相
互
交
流
を
行
う
な

ど
、
両
市
間
の
交
流
の
絆
を
深
め
て

き
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
、
各
市
村
の
首
長
、

議
長
（
遠
野
市
は
副
議
長
）
が
署
名
・

押
印
し
た
盟
約
書
、
共
同
宣
言
書
を

交
わ
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
固
く
手

を
取
り
合
い
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
を

更
に
深
め
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

４
月
９
日
（
日
）、
合
併
１
周
年

を
祝
う
式
典
が
市
民
広
場
で
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

ま
ず
開
式
に
先
立
ち
、
菊
池
南
中

吹
奏
楽
部
が
恒
例
の
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー

ド
を
披
露
し
、
記
念
式
典
の
開
催
を

祝
福
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
合
併
功
労
者
の
表
彰

や
、
新
し
く
制
定
し
た
菊
池
市
民
憲

章
お
よ
び
市
の
木
（
さ
く
ら
）・
花

（
き
く
）・
鳥
（
う
ぐ
い
す
）
の
発
表

と
表
彰
、
前
日
に
行
わ
れ
た
宮
崎
県

西
米
良
村
・
岩
手
県
遠
野
市
と
の
姉

妹
・
友
好
都
市
調
印
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
植
樹
も
行
わ
れ
、
福

村
市
長
や
来
賓
な
ど
が
、
み
ど
り
の

少
年
団
の
先
導
で
、
市
民
広
場
の
一

角
に
市
の
木
（
さ
く
ら
）
３
本
を
植

樹
し
、
菊
池
市
内
の
園
児
た
ち
が
花

の
種
を
付
け
た
風
船
２
５
０
個
を
放

天
し
、
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
記
念
式
典
と
併
せ
て

「
菊
池
市
民
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が
開

催
さ
れ
、
市
民
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
伝
統
芸
能
発
表
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　

記
念
ラ
イ
ブ
と
し
て
、
タ
レ
ン
ト

の
小
野
真
弓
さ
ん
の
〈
ト
ー
ク
＆
ラ

イ
ブ
〉、
お
笑
い
コ
ン
ビ
中
川
家
な

ど
に
よ
る
〈
よ
し
も
と
お
笑
い
ラ
イ

ブ
〉
も
あ
り
、
満
員
の
会
場
を

沸
か
せ
ま
し
た
。

　

市
民
広
場
周
辺
で
は
、
ミ
ニ

Ｓ
Ｌ
や
ふ
れ
あ
い
動
物
園
、
お

も
し
ろ
ゲ
ー
ム
ラ
ン
ド
、
物
産

展
な
ど
が
催
さ
れ
、
家
族
連
れ

な
ど
で
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

４
月
９
日
（
日
）
に
あ
っ
た
式
典

で
は
、
合
併
に
功
労
の
あ
っ
た
旧
市

町
村
の
市
長
・
議
長
や
合
併
協
議
会

の
委
員
、
延
べ
77
人
が
、
総
務
大
臣
、

熊
本
県
知
事
、
菊
池
市
長
の
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

総
務
大
臣
表
彰

　
（
旧
）
菊
池
市
長 

福
村
三
男

　
（
旧
）
旭
志
村
長 

石
井
光
幸

　
（
旧
）
泗
水
町
長 

松
岡
一
俊

　
（
旧
）
菊
池
市
議
会
議
長

 

荒
木
建
令

　
（
旧
）
菊
池
市
議
会
議
長

 

横
田
輝
雄

　
（
旧
）
七
城
町
議
会
議
長

 

境　

和
則

　
（
旧
）
旭
志
村
議
会
議
長

 

坂
田
公
弘

　
（
旧
）
泗
水
町
議
会
議
長

 

北
田　

彰

県
知
事
表
彰

　
（
旧
）
菊
池
市
長 

福
村
三
男

　
（
旧
）
旭
志
村
長 

石
井
光
幸

　
（
旧
）
泗
水
町
長 

松
岡
一
俊

　
（
旧
）
菊
池
市
議
会
議
長

 

荒
木
建
令

　
（
旧
）
菊
池
市
議
会
議
長

 

横
田
輝
雄

　
（
旧
）
七
城
町
議
会
議
長

 

境　

和
則

　
（
旧
）
旭
志
村
議
会
議
長

 

坂
田
公
弘

　
（
旧
）
泗
水
町
議
会
議
長

 

北
田　

彰

　
（
旧
）
菊
池
市
議
会
副
議
長

 

外
村
國
敏

　
（
旧
）
七
城
町
議
会
副
議
長

 

福
島
利
徳

　
（
旧
）
旭
志
村
議
会
副
議
長

 

森　

誠
雄

　
（
旧
）
泗
水
町
議
会
副
議
長

 

中
山
和
幸

　
（
旧
）
菊
池
市
議
会

　
　
　
　
　

合
併
特
別
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長 

松
本　

登

　
（
旧
）
菊
池
市
助
役

 

隈
田
亮
平

　
（
旧
）
七
城
町
助
役

 

中
原　

豁

　
（
旧
）
旭
志
村
助
役

 

栃
原
武
俊

　
（
旧
）
泗
水
町
助
役

 

泉
田
辰
二
郎

　
（
旧
）
菊
池
市
収
入
役

 

甘
田
哲
郎

　
（
旧
）
泗
水
町
収
入
役

 

山
本
秀
夫

市
長
表
彰

　
（
旧
）
旭
志
村
長 

石
井
光
幸

　
（
旧
）
泗
水
町
長 

松
岡
一
俊

　
（
旧
）
菊
池
市
議
会
議
長

 

荒
木
建
令

　
（
旧
）
菊
池
市
議
会
議
長

 

横
田
輝
雄

　
（
旧
）
七
城
町
議
会
議
長

 

境　

和
則

　
（
旧
）
旭
志
村
議
会
議
長

 

坂
田
公
弘

　
（
旧
）
泗
水
町
議
会
議
長

 

北
田　

彰

　
（
旧
）
菊
池
市
議
会
副
議
長

 

外
村
國
敏

　
（
旧
）
七
城
町
議
会
副
議
長

 

福
島
利
徳

　
（
旧
）
旭
志
村
議
会
副
議
長

 

森　

誠
雄

　
（
旧
）
泗
水
町
議
会
副
議
長

 

中
山
和
幸

　
（
旧
）
菊
池
市
議
会

　
　
　
　
　

合
併
特
別
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長 

松
本　

登

　
（
旧
）
菊
池
市
助
役

 

隈
田
亮
平

　
（
旧
）
七
城
町
助
役

 

中
原　

豁

　
（
旧
）
旭
志
村
助
役

 

栃
原
武
俊

　
（
旧
）
泗
水
町
助
役

 

泉
田
辰
二
郎

　
（
旧
）
菊
池
市
収
入
役

 

甘
田
哲
郎

　
（
旧
）
泗
水
町
収
入
役

 

山
本
秀
夫

　
（
旧
）
七
城
町
議
会

　
　
　
　
　

合
併
特
別
委
員
会

　
　
　
　

副
委
員
長 

石
本
利
治

　
（
旧
）
旭
志
村
議
会

　
　
　
　
　

合
併
特
別
委
員
会

　
　
　
　

副
委
員
長 

野
口
和
夫

　
（
旧
）
泗
水
町
議
会

　
　
　
　
　

合
併
特
別
委
員
会

　
　
　
　

副
委
員
長 

森　

隆
博

　
（
旧
）
菊
池
市
教
育
長

 

木
下
昭
二
郎

　
（
旧
）
七
城
町
教
育
長

 

緒
方
博
司

　
（
旧
）
旭
志
村
教
育
長

 

森　

映
二

　
（
旧
）
泗
水
町
教
育
長

 

渡　

亮
三

　

菊
池
北
部
四
市
町
村
合
併
協
議
会

　
　
　
（
旧
菊
池
市
） 

山
下
桂
一

　

同　
（
旧
七
城
町
） 

緒
方
繁
則

　

同　
（
旧
旭
志
村
） 

末
廣
勝
也

　

同　
（
旧
泗
水
町
） 

泉
田
幸
男

　

同　
（
旧
菊
池
市
） 

笠
愛
一
郎

　

同　
（
旧
七
城
町
） 

三
牧
隆
一

　

同　
（
旧
旭
志
村
） 

杉
田
貞
治

　

同　
（
旧
泗
水
町
） 

福
田
八
洲
士

　

同　
（
旧
菊
池
市
） 

川
上
米
男

　

同　
（
旧
七
城
町
） 

前
田
博
実

　

同　
（
旧
旭
志
村
） 

糸
岡
敏
治

　

同　
（
旧
泗
水
町
） 
松
岡
一
敎

　

同　
（
旧
菊
池
市
） 
高
宗
政
禎

　

同　
（
旧
七
城
町
） 

坂
本
道
博

　

同　
（
旧
旭
志
村
） 

坂
田
正
邦

　

同　
（
旧
泗
水
町
） 

大
島　

洋

　

同　
（
旧
菊
池
市
） 

高
山
和
子

　

同　
（
旧
七
城
町
） 

笠
マ
ス
エ

　

同　
（
旧
旭
志
村
） 

水
上
玲
子

　

同　
（
旧
泗
水
町
） 

出
口
久
代

　

同　
（
前
菊
池
地
域
振
興
局
長
）

 

村
上
建
二

　

菊
池
北
部
四
市
町
村
合
併
協
議
会

　

監
査
委
員
（
旧
菊
池
市
）

 

淵
上
省
吉

　

同　
（
旧
七
城
町
） 

中
島
敏
彦

　

同　
（
旧
旭
志
村
） 

中
野
美
幸

　

同　
（
旧
泗
水
町
） 

續
憲
二
郎

※
（
旧
）
七
城
町
長　

緒
方　

奨
氏

は
、
各
表
彰
に
つ
い
て
は
辞
退
さ
れ

ま
し
た
。

風船を放天する園児たち

盟
約
書
に
署
名
す
る
、
黒
木
西
米
良
村
長

（
手
前
）
と
、
福
村
市
長
（
奥
）

市民広場の特設ステージであった「記念式典」

小野真弓さんのトーク＆
ライブ（上）
中川家のよしもとお笑い
ライブ（左）

市民広場周辺
で、催された菊
池のうまいもの
店（上）とミニ
SL（左）

合併功労者の表彰を受ける、旧市町村の首長や議長

　

４
月
８
日
（
土
）
と
４
月
９
日
（
日
）
の
２
日
間
、
菊

池
市
の
合
併
一
周
年
を
記
念
す
る
事
業
が
あ
り
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
西
米
良
村
、
岩
手
県
遠
野
市
と
の
姉
妹
・
友
好

都
市
調
印
式
や
合
併
に
携
わ
っ
た
功
労
者
に
よ
る
表
彰
な

ど
の
記
念
式
典
、
伝
統
芸
能
発
表
や
歌
手
に
よ
る
記
念
ラ

イ
ブ
な
ど
の
菊
池
市
民
ふ
れ
あ
い
祭
り
が
あ
り
、
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

市
民
の
ふ
れ
あ
い

友
好
の
輪

市
町
村
合
併
の

功
労
者
を
表
彰

姉
妹・友
好
都
市
調
印
式

　
記
念
式
典・菊
池
市
民
ふ
れ
あい
祭
り

菊
池
市
合
併
一
周
年
記
念
事
業

菊池市合併一周年記念事業
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平
成
18
年
５
月
31
日
任
期
満
了
に

伴
う
、
菊
池
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
日　

５
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

告
示
日　

５
月
14
日
（
日
）

投
票
で
き
る
人

　

平
成
18
年
５
月
13
日
調
製
の
菊
池

市
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
。
た
だ
し
、
公
民
権
停
止
者
は
、

登
録
さ
れ
て
い
て
も
投
票
は
で
き
ま

せ
ん
。

選
挙
人
名
簿
登
録
の
た
め
の
資
格
要

件•
年
齢

　

 

昭
和
61
年
５
月
22
日
ま
で
に
出
生

し
た
人
。

•
住
所

　

 

平
成
18
年
２
月
13
日
ま
で
に
菊
池

市
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た
人
。

•
欠
格
事
項

　

 

平
成
18
年
５
月
13
日
現
在
で
欠

格
事
項
（
公
職
選
挙
法
第
11
条
、

２
５
２
条
及
び
政
治
資
金
規
正
法

第
28
条
）
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
の
入
場
券
は
、
告
示
日
以

降
に
各
有
権
者
に
郵
送
し
ま
す
。
投

票
の
際
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

投
票
当
日
に
、
仕
事
や
行
事
、
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
で
直
接
投
票
所
に
行
け

な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在

者
投
票
を
す
る
人
は
、
入
場
券
の
ハ

ガ
キ
を
開
く
と
「
期
日
前
投
票
ま
た

は
不
在
者
投
票
の
宣
誓
書
・
請
求
書
」

が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
要
な
事

項
を
記
入
し
て
、
期
日
前
投
票
ま
た

は
不
在
者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

•
期
日
前
投
票

　

 

菊
池
市
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、

菊
池
市
で
投
票
す
る
人

•
不
在
者
投
票

　

◇
他
の
市
町
村
で
投
票
す
る
人

　

◇ 

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
投

票
す
る
人

郵
便
投
票

•
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人

• 

要
介
護
者
で
要
介
護
状
態
区
分
が

「
要
介
護
５
」
の
状
態
の
人

※ 

選
挙
公
報
は
、
５
月
18
日
（
木
）

ご
ろ
に
、
区
長
な
ど
を
通
じ
て
配

布
し
ま
す
。

※ 

当
日
は
、
開
票
速
報
を
「
菊
池
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
（
25
）
１
１
１
１

投票区 投票所名 区　　　域 投票区 投票所名 区　　　域

第１ 菊池市
勤労青少年ホーム

上町・立町・高野瀬 第 20 菊池市七城公民館 荒牧・高田・五海・西郷・
西郷従業員住宅・砂田西団地・
羽根木・蟹穴・戸田島・
七城田中・本村・加恵

第２ 菊池市立
第二幼楽園

中町・下町・切明・立石・
袈裟尾・玉祥寺・遊蛇口

第 21 菊池市立
七城体育館

甲佐町・新古閑・清水・宮園・
菰入・間所・雇用促進住宅・
岩瀬・前川

第３ 菊池市役所庁舎 迎町・中央通・横町・正院町・
栄町・北原・片角・大琳寺・
北宮

第 22 リバーサイド
パーク

板井・梶迫・林原・元村・新村・
打越・内島・小野崎・大尺・
七城松島・上橋田・下橋田

第４ 菊池市文化会館
小ホール

西正観寺・東正観寺・亘・
築地

第 23 岩本公民館 岩本・楠原

第５ 菊池市立
河原小学校体育館

神鶴・菊池松島・日向・
柿木平・中原

第 24 菊池市旭志多目的
研修センター

小原・伊萩・妻越・津留・
新明団地

第６ 藤田公民館 藤田・下木庭・上木庭 第 25 高柳
集落センター

平・高柳・湯舟・北桜ヶ水・
南桜ヶ水

第７ 菊池市水源支館 菊池佐野・鍋倉・原細永・
日生野・伊牟田・滝黒仁田・
木佐木

第 26 高永集会所 高永・伊坂・大迫

第８ 菊池市
農村女性の家

戸城・永山・伊野・杉生・木護・
柏・鉾の甲・生味・古川・
立門

第 27 川辺公民館 川上・川下・出分・川辺南団地・
あさひが丘自治会

第９ 塚原
構造改善センター

下組・塚原・長六・岩平 第 28 片川瀬
集落センター

片川瀬・尾足

第 10 菊池市立
龍門小学校体育館

寺小野・染土・長野・
龍門１・雪野

第 29 姫井
集落センター

小川・姫井・九ノ峰

第 11 菊池市立
小木体育館

小木 第 30 菊池市
泗水総合支所

薬師・上高江・福本一・福本二・
泗水社・田吹・福本団地・
東原団地

第 12 菊池市立
やまびこ体育館

中山・鳳来・穴川 第 31 永公民館 永・永出分・富納・永南・
泗水苑

第 13 太田区
地域生涯学習
センター

西迫間・七坪・市野瀬・中野瀬・
太田・東迫間・戸豊水・大柿・
菊池平野

第 32 南住吉公民館 飛熊・上住吉・南住吉・北住吉・
南山手

第 14 迫龍
ふれあいセンター

茂藤里・篠倉・伊倉・道園・
金峰

第 33 富公民館 村吉・富・富出分・泗水田中・
竹の下・迫田団地・堂迫団地・
北原団地

第 15 菊池市立
菊之池小学校
体育館

深川・上長田・野間口・神来・
上西寺・中西寺・辻・下西寺・
南古閑・北古閑・東原

第 34 久米一公民館 久米一・久米二・高江・
高江出分・三万田

第 16 菊池市立
花房小学校
体育館

村田・下長田・大塚・上出田・
下出田･植古閑・広瀬・木柑子・
花房台

第 35 菊池市立
泗水西小学校
体育館

田島一・田島二・猪の目・岡・
泗水平野・井戸方・泗水佐野・
糠泉・辰頭団地・迎幸学園・
田島団地

第 17 菊池市戸崎支館 今・甲森北・乙森北・上古閑・
下赤星・上赤星

第 36 菊池市
泗水Ｂ＆Ｇ
海洋センター
体育館

老人ホーム・富の原中央・
富の原台・富の原東・
アルバック九州寮・
柿崎製作所寮・菊池苑・
富の原北・菊池農高寮・
富の原一・富の原西・
朝日団地

第 18 稗方公民館 稗方・堀切

第 19 菊池市七城
老人福祉センター

山崎・上水次・下水次・岡田・
流川・辺田・台・瀬戸口

第 37 菊池市立
泗水第２体育館

桜山一・桜山二・桜山三・
桜山四・桜山五・桜山六・
桜山七・桜山八・桜山九

投　票　所

・菊池市役所庁舎　　１階小会議室
・七城総合支所　　　１階図書監査室
・旭志総合支所　　　１階ロビー
・泗水総合支所　　　１階ロビー

期日前投票・不在者投票
５月15日（月）～５月20日（土）
午前８時30分～午後８時

菊
池
市
議
会
議
員

　
　
　
　
　

一
般
選
挙

５
月
21
日（
日
）

５
月
21
日（
日
）

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

あなたの１票を大切に・・・

※ 第４投票所が、菊池女子高等学校から菊池市文化会館に変更になっていますので、注意してください。
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TOPICSTOPICS

　平成 15年 10 月から工事が進められていた菊池広
域連合の汚泥再生処理施設「クリーンセンター花房」
の落成式があり、関係者など約 130人が出席しました。
　式では、福村連合長が「環境に悪影響をあたえるこ
となく処理できる施設です。今後は地域に開かれた施
設として、管理に万全を期していきたいです」とあい
さつし、関係者がテープカットをしました。
　施設の総事業費は約 35億２千万円で、菊池郡市内
の約５万２千人分のし尿と浄化槽汚泥を１日約 100
トン処理し、ひと月約３トンのたい肥にします。
　昨年８月から 12月にかけて、排水とたい肥化の試
験をクリアし、同年 12月に請負業者から同連合に引
き渡されました。

　隈府バレーボールクラブが第３回全国スポーツ少
年団バレーボール交流大会への出場を決め、同部員
13人と監督がその報告に田中教育長を訪れました。
　久保黎奈（くぼれいな）さんが「周りで支えてく
ださる皆さんのおかげで出場できます。大会ではベ
ストを尽くして頑張ってきます」と決意を述べると、
田中教育長が「こんな機会を得たのはチャンスだと
思います。県の代表として自分たちの力を発揮して
きてください」と激励しました。
　全国大会は、３月 26日（日）から３月 29日（水）
にかけて北海道札幌市総合体育センターなどで行な
われ、同クラブは強豪チーム相手に健闘しました。
　現在、９人のメンバーが週に５回程度の練習に汗
を流しています。今後の活躍が期待されます。

3月23日（木）隈府バレーボールクラブ
が、全国大会への出場を報告

3月21日（春分の日）
クリーンセンター花房落成式

　健康づくり大会が泗水ホールであり、子どもたちや家族連れなどたくさん
の人で賑わいました。
　生活習慣病と最も関係の深い「食生活」をテーマに、口から入る食べ物を
見直し、いきいきと元気な生活をおくることを目的に、菊池市と菊池市健康
づくり推進協議会が主催して行われました。
　ステージでは、菊池市食生活改善推進協議会の食育劇や花房小学校、菊之
池小学校児童の感想発表、泗水町生活研究グループ協議会の宮崎裕子さんの
健康づくり活動発表がありました。入口付近のホワイエでは、骨密度測定や
血圧測定など測定機器を使った生活習慣病予防の指導や、歯科検診、フッ化
物塗布などがありました。
　また、長崎県で活躍している、大地といのちの会代表で有機農業者でもあ
る吉田俊道さんが「生ゴミの中には微生物たちが生きています。生ゴミの中
には命があるんです」などと、これまでの体験を通して小学校の子どもたち
に教えてきたことを例にあげ、食べ物への感謝の気持ちを持つことと食を変
える強い意志が必要なこと
を訴えました。参加者の中
には、分かりやすい話にう
なずきながら熱心にメモを
取る人もいました。
　今後、健康づくり推進協
議会では、生産者と消費者、
教育分野などと連携して食
育を中心とした健康づくり
に取り組んでいく予定です。

　平成 17年度の畜産大賞研究開発部門で、九州沖縄
農業研究センターの「成分調整堆肥研究グループ（薬
師堂謙一代表）」が、優秀賞を受賞しました。
　研究は、家畜排泄物法施工に伴う堆肥の生産量の増
大に対応するために行なわれました。堆肥を、耕種
農家が利用しやすいように作物別の肥料成分要求量に
合わせて混合し成型処理したもので、ペレット状にも
なっており、重量、容積とも通常の堆肥の半分程度で、
貯蔵容積や輸送経費、散布労力が半額にできるという
利点もあります。
　また、この研究に現地実証農家として協力した旭志
弁利の岩根勇二さんも表彰を受けました。

　旧菊池市管内６カ所の保育園で、参観日を利用し
た子育てに関する講演会がそれぞれありました。
　菊池市青少年育成市民会議主催で行われたもの
で、講演会終了後のアンケートでは「講演内容がよ
かった」「また実施してほしい」が大多数を占めま
した。
　今後も事業を継続していきながら、地域の関係す
る皆さんにも広く呼びかけて実施される予定です。

開催日 時　間 開催地 講　師 演　題

２月３日
（金）

10：30～
12：00

第二
幼楽園 大山人美氏

助産師から見
た最近の子育
て事情

２月４日
（土）

10：10～
11：30

第一
幼楽園 潮谷愛一氏

乳幼児に大切
なもの

２月10日
（金）

10：30～
11：30

菊之池
保育園 潮谷愛一氏

乳幼児に大切
なもの

２月15日
（水）

10：30～
11：30

花房
保育園 大山人美氏

助産師から見
た最近の子育
て事情

２月24日
（金）

16：00～
17：00

ひかり
保育園 岡田優子氏

一寸気になる
子どもさんに
ついて

３月11日
（土） 10：00～ みゆき

保育園
劇団
すぎの子

人形劇
「わらってリッキ」

3月18日（土）菊池市健康づくり大会

「食べ物への感謝の気持ちを持つこと」
などと訴える吉田俊道さん

2月6日（月）
成分調整堆肥研究グループが、畜産大
賞研究開発部門で優秀賞を受賞

2月3日（金）～3月11日（土）
子育て講演会

東
京
都
の
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
表
彰
式
で
賞
状
を
手

に
す
る
薬
師
堂
さ
ん
（
左
）
と
岩
根
さ
ん
（
右
）

　菊池市重味の生味区で、古川兵戸井手地区ため池
等整備事業竣工記念碑の除幕式がありました。
　この事業では、開水路 39m、トンネル部分 391m
の計 430mの農業用用水路整備が行われました。

　築造後 200年間を経過して侵食などによる脆
ぜい

弱
じゃく

化のため、側部の肌落ちや天井部の崩落が顕著で
あった水路管理の負担が、この事業の完了で大幅に
軽減されます。
　また、素掘りの状態で利用されていたトンネル区
間の崩落、埋没による国道の陥没を回避するととも
に、中山間地域農業の発展に大きく貢献することが
期待されます。

　泗水中学校吹奏楽部の定期演奏会が泗水ホールであ
りました。
　桑原暁子先生の指揮で演奏が始まり、昨年度の吹奏
楽コンクール、銀賞受賞曲「バレエ音楽、ドン・キホー
テよりパ・ドゥ・ドゥ」や、旧１・２年生による「マー
チングステージ」のほか、「演歌メドレー」や「ハウ
ルの動く城ファンタジー」など、子どもたちからお年
寄りまで、みんなが楽しめる曲が披露されました。
　部員の福田紗代さんが作曲した「ベストフレンド」
を旧３年生全員が演奏したり、１・２年生が演奏する
中を、旧３年生が一人ひとりお礼の言葉と共に退場し
たりすると、会場からは大きな拍手が送られました。

3月25日（土）
泗水中学校吹奏楽部第15回定期演奏会

3月23日（木）県営古川兵戸井手地区
ため池等整備事業竣工記念碑除幕式

特設のコーナーで血圧測定をする参加者ヘルスメイトによる食のコーナーで１日に必要な
野菜の量を教えるクイズに挑戦する参加者

田
中
教
育
長
（
左
）
を
訪
れ
た
、
部
員
た
ち

「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
花
房
」
の
玄
関
前
で

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
す
る
関
係
者

記
念
碑
の
除
幕
を
す
る
関
係
者

泗
水
ホ
ー
ル
で
あ
っ
た
、
泗
水
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
定
期
演
奏
会
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TOPICSTOPICS

　泗水町の孔子公園をスタート・ゴールに、全９区間 33.24 キロのコー
スであり、16チームが参加しました。
　上位の結果と、区間賞は次のとおりです。（敬称略）
総合順位
●一般の部
優勝　北住吉　2時間 10分 56秒
２位　上住吉　2時間 14分 55秒
３位　永区　　2時間 21分 25秒
●オープンの部
優勝　消防署A　2時間 01分 56秒
２位　おてもやん In' 泗水
　　　　　　　　2時間 11分 16秒
３位　植島牧場　2時間 15分 21秒

　孔子公園で桜まつりがあり、た
くさんの家族連れなどで賑わいま
した。
　グラウンドゴルフ大会「さくら
杯」や RKK ラジオ公開生放送、
永翔太鼓、泗水中学校吹奏楽部の
演奏、熊本お琴教室泗水研究所の
琴演奏、キッズ 3B体操、フラダ
ンスがあり、会場からは大きな拍
手が送られました。
　ラジオなどで活躍している英太
郎さんのステージでは、ものまね
などを交えたトークと歌で、会場
の笑いを誘っていました。
　このまつりは、泗水町商工会主
催で、毎年開かれています。

3月26日（日）
しすい桜まつり

3月26日（日）第32回泗水町内一周駅伝大会

　菊池市商工会が「平成 17 年度ふるさと情報
発信事業」で取り組んだ観光用DVDとCD-R、
和タオルを制作し、そのPRに菊池市役所を訪
れました。
　観光用DVD（25分）は、旧菊池市の産業、施設、
観光、風景などをまとめたもので、CD-R には
風景の写真 76枚が収められています。
　同商工会は「市民の皆さんはもちろん、菊池
市出身の人やその家族にも見てもらって菊池に
来てもらい、観光の活性化になればと考えてい
ます」と話されました。
　今回制作した、DVD1,000 円、CD-R500
円、DVD・CD-R ２枚組み 1,300 円、和タオ
ル 500円は、きくち観光物産館で販売されてお
り、今後、販路拡大される予定です。

　菊池市で農林産物の加工活動をしている農村女性たち
が、日本食の原点であるご飯のお供のつけもの講座を開き
ました。
　これは、農村女性たちが、地域で生産された安全な農林
産物を活用し、日本食の継承と健康維持に役立てたいと加
工活動を行っているものです。群馬県渋川市在住で、農業
生産・加工をしながら、全国で「健康の秘訣は農業から」
を説く針塚籐重さんの講座があり「外国では日本食のすば
らしさを認め、研究と導入をはかるほど。日本食 1500年
の歴史に、麹菌（味噌・甘酒など）と納豆菌が日本人の健
康を支えてきた、日本食をもう一度見直しましょう」と訴
えました。
　日本の米と、畑の野菜の漬け物や発酵食品・海の幸をテー
マに行われた講座は、自ら開拓した漬物技術を伝授するた
め２日間あり、参加した人は熱心に聞き入っていました。

3月30日（木）ご飯のお供のつけもの講座3月27日（月）
菊池市商工会が観光用DVDなどを制作

英
太
郎
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ

一斉にスタートする選手たち

4月2日（日）第51回熊日菊池桜マラソン大会

　旭志の伊坂公民館前の畑で交流チューリップ祭が
あり、伊坂老人会 25人と川辺保育園の園児 16人
が参加しました。
　昨年 11月に植えたチューリップ約 3000 本が、
見事に畑一面に赤い花をつけ、参加した老人会のメ
ンバーや保育園児の目を楽しませてくれました。
　また、園児たちは祭り後に同区公民館であった
老人会との交流会で、一緒に食事をしたり、お手玉
や竹とんぼなどの遊びを教えてもらいながら元気
いっぱいに遊び、交流を深めました。
　同所のチューリップは、４月中旬まで地元住民
や行きかう人たちの目も同時に楽しませてくれまし
た。

　釜山廣城市剣道会（金　珉祚主席師範）の一行 18
人が菊池市を訪れ、地元菊池郡市剣道連盟（菊池弘徳
会長）と稽古による相互交流を行いました。
　両連盟の交流会は、一昨年（平成 16年）の修学旅
行生のノービザ実現を記念して始まり、今年が４回目。
釜山からの来菊は２回目で、菊池郡市のメンバーが１
月に釜山市を訪れたことで実現しました。
　交流は、釜山市剣道会と地元剣道連有志合わせて約
60 人が菊池南中学校武道館で約１時間半にわたり、
合同稽古と親善試合で汗を流しました。試合は選抜さ
れた 12人により行われ、地元チームが４対１、７引
き分けで勝利しました。
　先の菊池国際交流協会の発足に伴い、これから釜山
と菊池市の交流の輪がますます広がっていくことが期
待されます。

3月25日（土）日韓の剣士が剣道交流4月4日（火）交流チューリップ祭

菊
池
南
中
学
校
武
道
館
で
あ
っ
た
、

日
韓
剣
士
の
剣
道
交
流

区　間　賞
●一般の部 ●オープンの部
区
間
距離
㎞ 氏名 チーム名 区間記録 区

間 氏名 チーム名 区間記録

1 4.26 田代啓介 永区 15分27秒 1 渡辺友太 南住吉 15分24秒
2 3.47 山下　良 北住吉 13分17秒 2 村本翔哉 植島牧場 13分06秒
3 3.35 工藤太志 上住吉 12分03秒 3 村本あゆみ 植島牧場 12分07秒
4 2.96 井上時男 富 10分26秒 4 鎌田雄二 消防署A 10分50秒
5 2.47 山本哲士 北住吉 9分52秒 5 黒木康仁 植島牧場 8分58秒
6 3.74 宮上啓三 北住吉 15分05秒 6 三木正昭 消防署A 13分05秒
7 4.57 上田桂大 上住吉 17分01秒 7 川上裕樹 消防署A 16分48秒
8 4.40 荒木信太郎 永区 16分03秒 8 前田智政 消防署A 15分45秒

9 4.02 宮上徹也 北住吉 15分41秒 9 田代尚平
おてもやん
In’泗水

13分51秒

制
作
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｃ
Ｄ
ー
Ｒ
、

和
タ
オ
ル
の
Ｐ
Ｒ
に
訪
れ
た

商
工
会
の
役
職
員

JA菊池中央支所であった講座で「日本食
をもう一度見直しましょう」と訴える針塚
さん（左写真中央）

５キロコース
▼一般男子 40歳未満の部　１位　長友一泰、２位　
澤村栄輔、３位　古荘雄麻▼一般男子 40歳以上の部
　１位　篠原義明、２位　古閑森悟、３位　古荘久男
▼一般女子 40歳未満の部　１位　松山千翔、２位　
栃原由佳、３位　穴井志穂▼一般女子 40歳以上の部
　１位　前田淳子、２位　衛藤美直子、３位　七田ま
ゆみ▼中学生男子の部　１位　工藤皓平、２位　甲斐
翔太、３位　松岡亮平▼中学生女子の部　１位　野田
沙織、２位　白本理紗、３位　田山実緒子
３キロコース
▼小学生男子の部（１年～３年）　１位　有田拡平、
２位　森　旭、３位　加藤純平▼小学生男子の部（４
年～６年）　１位　内田　翼、２位　有田大将、３位
　松本直也▼小学生女子の部（１年～３年）　１位　
川上紗央莉、２位　三池　梓、３位　井上彩花▼小学
生女子の部（４年～６年）　１位　加藤みちる、２位
　嶋田明日香、３位　野田千里

満開のチューリップが咲く中で交流をした、伊坂老人会のメン
バーと川辺保育園の園児たち

10 キロコースのスタート

　熊日菊池桜マラソン大会があり、約 700 人が参加し
て健脚を競いました。
　選手たちは、今年から新設されたハーフコースと小学
生３キロコースなど４コース 16部門に分かれて、桜が
満開の菊池地域振興局前をスタート。市営中央グラウン
ドのゴールを目指しました。
　開会式では、福村市長が「無理をせずにマイペースで
完走し、楽しい思い出をつくってください」とあいさつ。
泗水町から参加した片山祐一さんが「桜が満開の菊池市
で、楽しくけがのないよう最後まで走ります」と選手宣
誓しました。
　この大会は、菊池市・熊本日日新聞社・菊池市教育委
員会が主催し、菊池市体育指導委員協議会・同市陸上競
技協会が主管して、毎年この時期に開かれています。
　上位の結果は、次のとおりです。（敬称略）
ハーフコース
▼一般男子 40歳未満の部　１位　松岡勇治、２位　後
藤幸治、３位　神宮啓介▼一般男子 40歳以上の部　１
位　大村岩四郎、２位　船津博道、３位　東　秀敏▼一
般女子の部　１位　赤司里香、２位　最所雅江、３位　
小谷鎭代
10 キロコース
▼一般男子 40歳未満の部　１位　井野輝未、２位　宇
都淳貴、３位　浜田佳祐▼一般男子 40歳以上の部　１
位　星本英治、２位　遠坂未富、３位　村上保幸▼一般
女子の部　１位　谷川ゆう子、２位　高木和美、３位　
東　和代
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TOPICS

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
在
学
中

の
保
険
料
を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

収
入
が
少
な
く
、
保
険
料
が
納
め

ら
れ
な
い
と
き
に
は
、
菊
池
市
役
所

の
国
民
年
金
担
当
窓
口
へ
申
請
し
ま

し
ょ
う
。
申
請
が
遅
れ
て
、
保
険

料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
と
、

不
慮
の
事
故
や
病
気
で
重
い
障
害
が

残
っ
て
も
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
な

い
な
ど
、
不
利
益
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
早
め
の
申
請
が
大
切
で
す
。

対
象
と
な
る
人

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
本
人
所
得

が
１
４
１
万
円
以
下
（
学
生
の
人
に

扶
養
親
族
が
あ
れ
ば
基
準
額
が
変
わ

り
ま
す
）
の
人
。

対
象
と
な
る
学
生
は
？

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
が
１

年
以
上
で
あ
る
課
程
）
な
ど
に
在
学

す
る
学
生
。

　

夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課

程
の
学
生
も
含
ま
れ
ま
す
。

申
請
の
と
き
に
持
っ
て
く
る
も
の

○
年
金
手
帳

○ 

学
生
証
ま
た
は
平
成
18
年
４
月
以

降
に
交
付
さ
れ
た
在
学
証
明
書

○
認
印

※ 

本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
で

す
。

承
認
さ
れ
る
と
・
・
・

　

申
請
し
た
年
度
の
４
月
分
か
ら
翌

年
３
月
分
ま
で
の
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

※ 

た
だ
し
、
既
に
納
付
済
の
分
や
、

中
途
退
学
の
場
合
は
退
学
し
た
月

の
翌
月
以
降
の
分
を
除
き
ま
す
。

※ 

老
齢
・
障
害
・
遺
族
の
各
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
た
め
の
資
格
期
間

に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基

礎
年
金
の
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
10
年
以
内
に
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
追

納
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

３
年
目
以
降
は
、
当
時
の
保
険
料

額
に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

　

平
成
16
年
年
金
法
改
正
に
よ
り
障

害
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
は
、
65
歳

以
降
、
老
齢
厚
生
年
金
ま
た
は
遺
族

厚
生
年
金
と
の
併
給
が
平
成
18
年
４

月
か
ら
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
視
覚
障
害
者
の
人
か
ら
の

年
金
相
談
に
的
確
に
対
応
し
て
、
お

客
様
の
視
点
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の

品
質
向
上
と
お
客
様
の
満
足
度
を
向

上
さ
せ
る
目
的
で
、
財
団
法
人
熊
本

県
ろ
う
者
福
祉
協
会
の
協
力
に
よ
り
、

手
話
通
訳
者
を
介
し
た
年
金
相
談
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
日

　

毎
月
第
２
土
曜
日
の
休
日
開
庁
日

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
役
所
市
民
課
市
民
年
金
係

　

ま
た
は

　

熊
本
西
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
６
（
３
５
３
）
０
１
４
１

　菊池市内の小学校 14校と中学校５校でそれぞれ入学
式があり、小学生 477人と中学生 520 人が新たな気持
ちで新生活をスタートさせました。
　七城小学校では午前 10時から体育館で関係者など約
500人が出席して入学式がありました。担任の先生から、
新入児童 56 人（男子 31 人、女子 25 人）の名前が呼
ばれると、新入児童の「はい」という元気な声が式場内
に響いていました。
　糸岡勇二校長が「がんばる芽、元気いっぱいの芽、仲
良しの芽の３つの芽を育ててください」と話すと、新入
児童たちはひとつひとつの言葉を真剣に聞いていました。
　また、泗水中学校でも午後２時から体育館で入学式が
あり、新入生や在校生徒、保護者などが出席しました。
　担任の先生から、新入生 169 人（男子 80 人、女子
89人）の氏名点呼があると、新入生たちは晴れやかな
声で「はい」と返事をしながら起立しました。
　西岡宏二校長が「雨の中に咲いているアジサイの花は、
遠くからは同じ花びらに見えますが、近くで見るとどれ
ひとつ同じものはありません。学校も同じで、みんなの
集まりが学校です。これからは、みなさん一人ひとりが
生き生きとした生活を送ってください」と式辞を述べる
と、新入生たちは真剣に聞いていました。
　新入生を代表して大林梨紗さんが「教科が増えたり部
活動があったりと不安がありますが、泗水中の生徒とし
ての誇りを持ち精一杯、中学生生活を楽しみたいです」
と新たな決意を述べました。

会社に就職したとき
　第１号被保険者の資格喪失の手続きが必要
　→　市役所へ
会社を退職したとき
　国民年金に加入の手続きが必要
　（被扶養配偶者も同様）
　→　市役所へ
配偶者の扶養になったとき
　第３号被保険者への種別変更の手続きが必要
　→　配偶者の勤務先へ
配偶者の扶養からはずれたとき
　第１号被保険者への種別変更の手続きが必要
　→　市役所へ

4月11日（火）
菊池市内の小学校・中学校で入学式

担任の先生から自分の名前を呼ばれて「はい」と大きな声で
返事をしながら起立する児童

ねんきんは
　菊池市消防団の入団式が菊池市総合体育館で
あり、128人の新消防団員が誕生しました。
　式では、村上忠吉団長が「『自らの郷土は自
らで守る』という使命を深く認識し、訓練に励
み、地域の第一線として活躍されることを期待
します」と訓示し、各方面隊と本部機動隊の代
表６人に辞令を交付しました。
　新入団員たちは、緊張感のある式典の中、消
防団員としての責任感を感じ取り、決意を新た
にしました。
　菊池市消防団員が平成 17年（合併以降）に
火災などで出動した件数は、火災 43件、行方
不明者の捜索３件と多く、今後の新入団員の活
躍が期待されます。

　菊池渓谷のシーズン到来を告げる山開きが渓谷入り口の
展望所前であり、関係者など約 100 人が出席して期間中
の安全を祈願しました。
　菊池渓谷を美しくする保護管理協議会長でもある福村市
長が「昨年は例年よりも多い人が菊池渓谷を訪れました。
今年も入山する観光客の皆さんの無事故を祈りつつ、多く
の人に美しい自然と環境に守られた菊池渓谷で、楽しい思
い出を残していただきたいです」とあいさつ。関係者とテー
プカットをしました。
　また、県内で活動する安田
みどりさんと松島里絵さんに
よるフルートデュオAngel-
Breath（エンジェルブレス）
のミニコンサートもあり、爽
やかなメロディが渓谷に響
き、参加者の耳を和ませまし
た。
　平成 17年の入谷者は、前
の年よりも３万人多い約 38
万人で、一昨年秋の台風で被
害のあった堂山橋と中級者向
けの散策コースの復旧工事が
完了し、今シーズンから利用
可能になりました。

4月14日（金）菊池渓谷山開き
4月9日（日）菊池市消防団入団式

村
上
団
長
（
左
）
か
ら
辞
令
の
交
付
を

受
け
る
新
入
団
員

手
話
通
訳
を
介
し
た
年
金

相
談
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た

配偶者が就職したり、会社をかわったとき
　第３号被保険者になる手続きが必要
　→　配偶者の新しい勤務先へ
海外に居住する場合
　引き続き国民年金に加入したい場合は、第１号被
保険者になる手続きが必要
　・協力者（親族）がいる
　　→　本人の最後の住所地の市町村役場へ
　・協力者がいない
　　→　日本国民年金協会へ

 ライフスタイルによって、国民年金の加入の仕方が変わることがあります。結婚や就職、転職、退職
など人生の節目には、その都度「届出」が必要となります。

人生の節目ごとに届出が必要 です

国民年金情報
問い合わせ先

市民課市民年金係　☎（25）1111

　

平
成
17
年
度
に
申
請
し
た
人
は
、
平
成
18
年
度
の
申
請
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　

納
付
が
困
難
な
と
き
は

20 歳以上の
学生の皆さん 新緑が鮮やかになってきた

紅葉ヶ瀬付近

在校生が見守る中、緊張した表情で入場する新入生たち
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朝
食
を
取
ら
な
い
こ
と
で
出
る
症
状
と
し

て
は
「
い
ら
い
ら
す
る
」「
体
が
だ
る
い
」「
集

中
力
が
な
い
」「
じ
っ
と
座
っ
て
い
ら
れ
な

い
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
は
っ
き
り
し
た
病
気
が
な
い

の
に
、
た
だ
漠
然
と
「
気
分
が
悪
い
」
と
い

う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
動
悸
・
め

ま
い
・
頭
痛
な
ど
を
伴
い
、
今
や
子
ど
も
た

ち
に
ま
で
現
れ
、
こ
れ
が
「
キ
レ
る
」
子
ど

も
の
原
因
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
や
高
校
生
に
は
朝
食
を
取

ら
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
貧

血
も
目
立
ち
ま
す
。

　

大
人
に
と
っ
て
も
朝
食
は
必
要
で
す
。
朝

食
を
取
ら
な
い
と
い
ら
い
ら
し
た
り
、
頭
が

活
発
に
働
か
な
か
っ
た
り
し
て
、
午
前
中
の

仕
事
で
ミ
ス
を
し
た
り
、
能
率
低
下
に
な
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
朝
食
に
よ
り
、
１
日
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
る

　

も
と
も
と
人
間
に
は
、
朝
日
を
あ
び
る
と

目
が
覚
め
、
３
食
を
取
り
な
が
ら
１
日
活
動

し
、
夜
に
な
れ
ば
寝
る
と
い
う
生
活
の
リ
ズ

ム
が
あ
り
ま
す
。

　

朝
食
は
、
そ
の
１
日
の
活
動
を
始
め
る
た

め
の
と
て
も
重
要
な
き
っ
か
け
と
な
る
も
の

で
す
。

●
丈
夫
な
か
ら
だ
を
つ
く
る

　

私
た
ち
は
、
３
食
を
規
則
正
し
く
取
っ
て
、

初
め
て
必
要
な
栄
養
量
が
満
た
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
成
長
期
に
あ
る
子
ど
も
は
か
ら
だ

が
小
さ
く
と
も
、
た
く
さ
ん
の
栄
養
を
必
要

と
し
ま
す
。
朝
食
を
抜
き
、
昼
食
と
夕
食
を

取
っ
て
も
、
１
日
に
必
要
な
栄
養
量
を
満
た

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
も
大
人
も
長
期
に
わ
た
る
欠
食
は

や
が
て
体
調
の
崩
れ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
朝
食
は
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保
す
る

　

ブ
ド
ウ
糖
は
脳
の
唯
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

で
す
。

　

不
思
議
な
こ
と
に
、
私
た
ち
の
か
ら
だ
の

中
で
は
寝
て
い
る
と
き
も
起
き
て
い
る
と
き

も
脳
の
ブ
ド
ウ
糖
の
消
費
量
は
同
じ
で
、
１

時
間
で
５
グ
ラ
ム
消
費
し
て
い
ま
す
。

　

夕
食
で
取
っ
た
ブ
ド
ウ
糖
は
、
60
グ
ラ
ム

ま
で
し
か
蓄
え
ら
れ
ず
、
図
の
よ
う
に
12
時

間
で
全
て
消
費
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

仮
に
、
夕
飯
を
午
後
７
時
に
食
べ
た
と
し

て
、
午
前
７
時
に
起
き
た
と
す
る
と
、
脳
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
状
態
の
と
き
に
朝
食
を
取
ら

な
い
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
と
い
う
一
種
の

ス
ト
レ
ス
が
脳
に
か
か
り
、
い
ら
い
ら
し
た

り
、
集
中
力
が
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
。

　

そ
れ
な
ら
ば
寝
る
前
に
た
く
さ
ん
食
べ
て

蓄
え
て
お
け
ば
い
い
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は

肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま

朝
食
を
取
ら
な
い
影
響

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
朝
食
を
取
る
こ
と
で
脳
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
補
充
す
る
必
要
が
出
て
く
る
の
で

す
。

●
朝
食
は
、
体
温
を
上
昇
さ
せ
る

　

起
き
て
し
ば
ら
く
の
間
の
体
温
は
普
段
よ

り
も
低
く
な
っ
て
い
て
、
脳
が
十
分
に
働
け

な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
温
か
い
食
事
を
取
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
取
っ
た
栄
養
素
が
熱
を
出
し
、
か

ら
だ
が
温
ま
り
ま
す
。

　

体
温
の
上
昇
と
共
に
、
脳
の
温
度
も
わ
ず

か
に
上
昇
し
、「
脳
の
活
性
化
」
＝
「
や
る
気
」

を
起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

脳
は
ブ
ド
ウ
糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
し
て

い
る
た
め
、
朝
一
番
に
必
要
と
さ
れ
る
栄
養

素
は
ブ
ド
ウ
糖
で
す
。

　

ブ
ド
ウ
糖
は
、
ご
飯
・
パ
ン
・
め
ん
類
な

ど
の
で
ん
ぷ
ん
質
の
食
物
か
ら
作
ら
れ
ま
す
。

　

朝
食
を
ご
馳
走
に
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
温
か
い
ス
ー
プ
や
、
ご
飯
と
味
噌
汁

な
ど
は
脳
の
活
性
化
に
有
効
で
す
。

　

朝
か
ら
時
間
が
な
い
場
合
は
、
夕
食
で
多

め
に
ご
飯
と
味
噌
汁
を
作
っ
て
お
き
、
朝
に

そ
れ
を
温
め
て
食
べ
れ
ば
手
間
も
省
け
て
簡

単
で
す
。

　

寝
て
い
る
時
は
副
交
感
神
経
が
働
き
、
体

を
休
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
目
が

覚
め
る
と
交
感
神
経
が
働
き
だ
し
心
臓
を
活

発
に
動
か
そ
う
と
し
ま
す
。

　

副
交
感
神
経
か
ら
交
感
神
経
に
切
り
替

わ
っ
て
活
動
の
準
備
が
整
い
、
食
欲
が
出
て

く
る
に
は
最
低
30
分
は
か
か
る
た
め
、
起
き

て
す
ぐ
は
食
欲
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
朝
食
の
30
分
前
に
は
起
き
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
が
取
っ
て
い
る
食
事
は
、
私
た
ち

の
健
康
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、

す
ぐ
に
結
果
が
で
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

数
年
、
数
十
年
先
に
な
っ
て
自
覚
症
状
が

出
た
り
、
定
期
健
診
で
病
気
が
発
見
さ
れ
た

り
な
ど
の
結
果
が
出
て
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
日
々
の
食
事
が
大
切
な

の
で
す
。
３
食
を
規
則
正
し
く
、
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
取
る
こ
と
が
長
生
き

の
秘
訣
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　３月 15日（水）に七城会場で、３月 24日（金）に菊池会場で、
３月 29日（水）に泗水会場でそれぞれ３歳児健診がありました。歯
科検診の結果、むし歯がなかった子どもさんを紹介します。（敬称略）

歯ッピーキッズ ３歳児健診時
「むし歯なし」の子

　

甘
い
も
の
を
控
え
る
こ
と
、
歯
み
が
き
を
す
る
こ
と
、
歯
を
強
く
す
る
こ
と
、

定
期
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
む
し
歯
を
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
む
し
歯
ゼ
ロ
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
の
日
本
は
飽
食
の
時
代
、
栄
養
状
態
も
良
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
飽

食
が
ゆ
え
に
、
栄
養
の
取
り
過
ぎ
や
偏
食
な
ど
に
よ
る
長
期
間
の
食
生
活
の

乱
れ
が
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
拒
食
症
な
ど
、
若
者
の
食
生
活
の
乱
れ
が
目
立

ち
、
中
で
も
20
歳
代
の
朝
食
を
取
ら
な
い
率
が
男
女
と
も
他
の
年
代
よ
り
も

高
く
な
っ
て
い
て
、
生
活
習
慣
病
と
の
関
係
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
朝
食
の
必
要
性
を
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

健康だより健康だより

問い合わせ先
健康推進課　☎（25）1111

健康だより

朝
食
が
必
要
な
理
由

ど
ん
な
朝
食
が
い
い
の
か

生活のリズムに合わせて、決まった時間に
きちんと３食を取りましょう

早
起
き
し
ま
し
ょ
う

３
食
を
規
則
正
し
く

石
いしもと

本顕
けんしろう

志朗（○七  山崎）

松
まつおか

岡聖
しょうま

真（○七  上水次）

木
きむら

村亜
あ や め

也女（○七  清水）

倉
くらもと

本理
り お

央（○七  西郷従業員住宅）

里
さとやま

山　遼
りょう

（○七  雇用促進）

髙
たかだ

田琉
る い

唯（○七  上水次）

七城会場
辻
つじ

　朋
とも か

佳（○菊  北宮）

大
おおかわ

川花
か の

望（○菊  上西寺）

田
たなか

中雄
ゆうすけ

輔（○菊  下西寺）

濱
はま

　彩
あや か

花（○菊  下西寺）

奈
な だ

田友
とも き

樹（○菊  下出田）

原
はらたけ

武将
しょうえい

英（○菊  今）

中
なかやま

山怜
れい か

香（○菊  遊蛇口）

内
うちだ

田乃
の あ

愛（○泗  薬師）

山
やまさき

崎伊
いお り

織（○泗  富の原西）

平
ひらた

田穂
ほ の か

ノ香（○泗  上住吉）

武
むとう

藤健
たけ る

流（○泗  久米二）

松
まつおか

岡来
くる み

実（○泗  猪の目）

宮
みやざき

崎美
み と

杜（○泗  富納）

安
あんどう

東美
み ゆ

優（○菊  西正観寺）

樽
たるき

木美
み ゆ

侑（○菊  高野瀬）

古
ふるしょう

庄春
はる き

貴（○菊  高野瀬）

中
なかまる

丸寧
ね ね

々（○菊  袈裟尾）

大
おおやま

山皓
こうへい

平（○菊  遊蛇口）

山
やまぐち

口峻
しゅんすけ

佑（○菊  金峰）

髙
たかき

木優
ゆう き

希（○菊  大琳寺）

菊池会場
泗水会場

大
切
な
朝
食

き
ち
ん
と
食
べ
て

い
ま
す
か
？

一度の食事で
蓄えることのできるブドウ糖量

60グラム
脳のブドウ糖消費量
１時間で５グラム
脳のブドウ糖消費時間

60グラム÷５グラム＝ 12時間
↓

一度の食事で蓄えられたブドウ糖は
12時間で消費されてしまいます

ブドウ糖の消費時間

朝一番に必要な脳のエネルギー源「ブドウ糖」は、
ご飯などのでんぷん質の食物から作られます

12｜広報きくち｜2006 MAY-113 広報きくち｜2006 MAY-1｜



新着図書情報

ウルトラ・ダラー　ULTRADOLLAR
手嶋龍一　著

　昭和 43年暮れ。東京・荒川に住む若い彫刻
職人が忽然と姿を消した。それから 35年以上
の月日が流れ、ダブリンに超精巧偽 100 ドル
札あらわる。震源は「北」！前NHKワシント
ン支局長が放つドキュメンタリー・ノベル。

陰日向に咲く 劇団ひとり　著
　お笑い芸人・劇団ひとり、衝撃の小説デビュー！「道草」「拝啓、
僕のアイドル様」「ピンボケな私」ほか全５編を収録。落ちこぼ
れたちの哀しいまでの純真を、愛と笑いで包み込んだ珠玉の連
作小説集。

チェケラッチョ！！  秦建日子　著
 「俺、わかっちゃったんだ」「何が？」「俺たちが今、やるべきこ
とさ！」「ハイ？」「それはよー！ラップだよー！」ラップでラ
ブでライブでピース！青春ラブ＆ラップストーリー in オキナワ。ブでライブでピース！青春ラブ＆ラップストーリー in オキナワ。

恋はさじ加減 平安寿子　著
　おいしいと好きになるのか、好きだからおい
しいのか。ポテサラ、ハヤシライス、カレーう
どんにバターご飯エトセトラ。食べ物をきっか
けに始まる恋、こじれる恋を描く、スパイスたっ
ぷりの美味な６編。

雲を斬る 池永　陽　著
　父の仇を探しに来た江戸で、寺子屋の師範をしながら、道場
破りで日銭を稼ぐ由比三四郎。次々に舞い込む刺客と難題に、
必殺剣法と優しさで乗り切るが・・・。江戸の町を舞台に、優
しさと切なさの人間模様を描く時代小説。

まほろ駅前多田便利軒 三浦しをん　著
　お困りの節はお電話ください。多田・行天コンビが迅速に解
決いたします。東京のはずれに位置する「まほろ市」。この街の
駅前でひっそり営まれる便利屋稼業。今日の依頼人は何をもち
こんでくるのか・・・。

耐震偽装　なぜ、誰も見抜けなかったのか
細野　透　著

　なぜ姉歯元建築士はわずかのコスト削減のために一線を越え
たのか。なぜ、設計士、施工者、検査確認機関という四重、五
重の防波堤は機能しなかったのか。元「日経アーキテクチュア」
編集長であるジャーナリストが緊急報告。

アシュリー アシュリー・へギ　著
　神様がわたしをこうお創りになったのには、きっと理由があ
るはず。治療法のない難病により、14歳の若さで死と直面する
アシュリー。それでも「わたしはハッピー」と笑顔を見せる彼
女が語る、懸命なメッセージ。

犬のしっぽを撫でながら 小川洋子　著
　「博士の愛した数式」で注目を集める著者の軌跡を辿るエッセ
イ。数の不思議について、書くことについて、影響を受け続け
るアンネ・フランクについて、犬や野球の話、家族と思い出に
ついて、などを収録。

危機の宰相 沢木耕太郎　著
　政治家・池田勇人、エコノミスト・下村治、宏
池会事務局長・田村敏雄。大蔵省という組織に
おける敗者３人が、戦後の激動期をへて、「所得
倍増」という夢を現実化してゆく・・・。歴史
ノンフィクションの傑作。

ひなぎくの冠をかぶって グレンダ・ミラー　作
　妹の死という現実を前に、自らの殻にとじこもってしまった
少年、グリフィン。はじめてできた友だちとの交流の中で、し
だいに現実への扉を開き、新しい一歩をふみだすまでの心の軌
跡を描く。

ロバのシルベスターとまほうの小石
ウィリアム・スタイグ　さく

　ある雨の日、ロバのシルベスターは望みが叶う魔法の小石を
見つけ大喜び。ところが、ライオンに出会ってしまい・・・。
原画の繊細な色合いを、できるかぎり忠実に再現した新版。

黒猫が海賊船に乗るまでの話
古市卓也　作

　海賊船の船長は、波止場のそばにある酒場「さ
びた錨亭」で、見知らぬ黒猫に声をかけられる。
船長のことをよく知っているという黒猫は、かっ
てあったというふしぎな話をはじめる・・・。
虚構と現実が重なり合う長編ファンタジー。

タンチョウは悪代官か?
あべ弘士　絵　竹田津実　作

　北海道の湿原で裁判がはじまります。訴えられたのはタンチョ
ウです。ヤチウグイは「このままでは全員食べられてしまいま
す！」といいました。タンチョウに罪はあるのでしょうか？動
物たちのあるがままの姿を語る絵本。

おなら犬ウォルター
オードリー・コールマン　絵　ウィリアム・コツウィンクル　作
　ウォルターはどこにでもいる平凡な犬。でも、くさーいおな
らばかりするおなら犬。ビリーとベティーはウォルターが大好
きだった。ところが、お父さんは、家においておくわけにはい
かないと言う。家じゅうすごいにおいだから・・・。

お腹召しませ 浅田次郎　著
　早々と入婿に家督を譲った高津又兵衛。この
入婿、あろうことか藩の公金に手を付け、吉原
の女郎を身請けし出奔した。主の不始末。大平
の世、武士の本義が薄れた幕末に又兵衛の決断
は・・・他５編を収録した時代短篇小説。

Love Letter 石田衣良・いしいしんじ　ほか著
　いしいしんじの「きまじめユストフ」では、手紙泥棒で生計
を立てる男が、ある日、幼少時の唯一の友人が書いた出来の悪
い恋文を盗んでしまう。男は手紙を書き直し、友人の意中の相
手に渡そうとするが・・・。個性的な現代作家が織り成す、ラ
ブレターを題材にした 11の作品集。

白い月　黄色い月 石井睦美　著
　ぼくは、消えてしまった記憶の手がかりを掴
むために毎日港を訪れていた。しかし、何も思
い出せない。うさぎの親子との出会いや島の歴
史の本、自分と同じ人間のような黒い影。白い
月が照らす島を舞台に、「ぼく」の記憶を巡る物語。

図解　落語のおはなし PHP研究所　編
　「寿限無」「目黒のさんま」「茶の湯」「芝浜」など 36編と、そ
れにまつわるうんちく話が盛りだくさん。笑いのツボが一目瞭
然の古典落語が楽しくなる入門書。

泗水図書館

中央公民館図書室

古市卓也　作
　海賊船の船長は、波止場のそばにある酒場「さ
びた錨亭」で、見知らぬ黒猫に声をかけられる。
船長のことをよく知っているという黒猫は、かっ
てあったというふしぎな話をはじめる・・・。

図
書
だ
よ
り

問い合わせ先
   中央公民館図書室　☎（25）1672
   七城公民館図書室　☎（25）1580
   旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線 303
   泗水図書館　　　　☎（38）6866

耳より情報 ５月の予定
中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室

泗水図書館

１ 月 休館日
２ 火
３ 水 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
４ 木 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
５ 金 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
６ 土 閉室日 閉室日
７ 日 閉室日 閉室日 閉室日
８ 月 休館日
９ 火
10 水
11 木
12 金

13 土

きくちおはな
しのもり
おはなしかい
10:30～

閉室日
おはなしかい
11:00～

14 日 閉室日 閉室日 閉室日
15 月 閉室日 休館日
16 火
17 水
18 木
19 金

20 土 閉室日
古典を楽しむ会
14:00～

21 日 閉室日 閉室日 閉室日
お楽しみ会
14:00～

22 月 休館日
23 火
24 水
25 木
26 金

27 土

きくちおはな
しのもり
おはなしかい
10:30～

閉室日
おはなしかい
11:00～

28 日 閉室日 閉室日 閉室日
29 月 休館日
30 火
31 水 休館日

　
「
ヤ
カ
ち
ゃ
ん
」
っ
て
何
だ

と
思
い
ま
す
か
？
犬
か
な
？
ね

こ
か
な
？
正
解
は
ね
ず
み
。

　

ヤ
カ
ち
ゃ
ん
は
、
ド
ド
さ
ん

と
い
う
人
間
の
家
の
か
べ
の
中

に
住
ん
で
い
ま
す
。
ヤ
カ
ち
ゃ

ん
は
声
が
と
っ
て
も
大
き
く
て

き
ょ
う
だ
い
か
ら
は
「
や
か
ま

し
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
で

す
。

　

ね
ず
み
と
り
が
し
か
け
て

あ
っ
た
ら
「
お
ー
い
、
ね
ず
み

と
り
だ
ぞ
う
。
ね
ず
み
と
り
の

わ
な
が
、
し
か
け
て
あ
る
ぞ

う
！
」
と
大
き
な
声
で
叫
び
ま

す
。
次
は
、ね
こ
が
い
た
ら「
ね

こ
だ
。
ね
こ
だ
。
ね
こ
だ
。
ね

こ
だ
！
」
と
ま
た
ま
た
大
き
な

声
で
叫
び
ま
す
。
ね
こ
は
、
ヤ

カ
ち
ゃ
ん
を
お
そ
う
ん
じ
ゃ
な

く
て
、
ヤ
カ
ち
ゃ
ん
の
声
に

び
っ
く
り
し
て
い
た
ん
で
す
。

　

そ
の
次
の
夜
、
出
か
け
て
み

る
と
ド
ド
さ
ん
の
家
に
ど
ろ
ぼ

う
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ど
ろ
ぼ
う
が
チ
ー
ズ
を
食
べ

よ
う
と
す
る
と
「
ど
ろ
ぼ
ー
！

そ
れ
、
ぼ
く
の
食
べ
る
チ
ー
ズ

だ
ぞ
！
」
と
聞
こ
え
た
の
で
ど

ろ
ぼ
う
は
あ
わ
て
て
逃
げ
て

い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ヤ
カ

ち
ゃ
ん
の
お
か
げ
で
ド
ド
さ
ん

の
家
の
物
は
無
事
に
取
り
返
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
で
番
ね
ず
み
の
ヤ
カ

ち
ゃ
ん
と
い
う
お
話
は
、
お
し

ま
い
！

　

こ
ん
な
楽
し
い
本
で
す
。
皆

さ
ん
も
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

私
の
推
薦

番
ね
ず
み
の
ヤ
カ
ち
ゃ
ん

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ィ
ル
バ
ー　

さ
く

松
岡
享
子　

や
く　

大
社
玲
子　

え
浦
うらもと

本雅
まさ こ

子　さん
（七城小４年）

手作りカードを作ってみませんか？
　５月 21日（日）午後２時からのお楽しみ会は、
手作りカードを作ります。
　色画用紙を使って誕生日のカードなど、オリジナ
ルのカードを楽しく作りませんか。（泗水図書館）

こいのぼりには意味があるの？
　中国では、黄河にある滝のような急流をのぼり
きった鯉が龍になると
され、鯉は「出世する」
ことのシンボルでした。
　この「鯉の滝のぼり」
の伝説にあやかり、男
の子の勇ましさと出世
を願う気持ちを込めて、
日本でこいのぼりがた
てられるようになった
と考えられています。

レオナルド・ダ・ヴィンチ亡くなる
　「最後の晩餐」「モナ・リザ」などの絵画で有名な
レオナルド・ダ・ヴィンチは、多方面で多くの才能
を発揮しました。
　人体の精密な解剖図、ヘリコプターや潜水服、運
河や河川の治水に関する土木技術など、当時として
は驚くほど進んだ研究の成果を図面に残しています。
　1519 年５月２日、67 歳でその生涯に幕を下ろ
しました。（中央公民館図書室）

泗水図書館

さとうねずみのケーキ
ジーン・ジオン　文　マーガレット・ブロイ・グレアム　絵
　とても上手にケーキを焼ける見習いコックのトム。そんなあ
る日、新しい料理長を決めるケーキコンテストが開かれること
になるが、そこで思わぬハプニングが起きてしまい・・・。ハ
ラハラ、ドキドキの楽しい絵本。
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広
報
文
芸
き
く
ち

土
と
語
る
こ
と
も
楽
し
や
畑
を
打
つ 

藤
本　

邦
治

せ
せ
ら
ぎ
の
砂
地
に
残
る
蜷に

な

の
道 

吉
岡　

民
子

貝ば
い
も母

い
ま
盛
り
見
せ
た
き
人
は
来
ず 

坂
本
ま
つ
え

眠
る
児
の
手
よ
り
こ
ぼ
せ
し
花
な
ず
な 

藤
本
ア
ツ
子

独
り
に
は
惜
し
き
春
日
を
ひ
と
り
な
る 

村
山　

数
恵

菜
の
花
の
彩
を
映
し
て
春
満
月 

内
村　

泊
虹

草
餅
の
黄
粉
匂
は
せ
供
へ
あ
り 

五
丁　

義
昭

馬
の
仔
の
体
に
光
る
牧
の
泥 

寺
本　

和
子

乾
杯
の
音
頭
は
男
雛
の
宴 

服
部　

静
子

福
寿
草
探
し
狭
庭
を
幾
巡
り 

内
村　

鈴
子

小
学
校
い
よ
い
よ
卒
業
さ
び
し
い
な（

小
六
）
渡
辺　

一
史

桜
並
木
の
つ
ぼ
み
ふ
く
ら
み
卒
業
式（

小
六
）
渡
辺　

大
寿

お
ち
ょ
く
ん
な 

た
い
ぎ
ゃ
ー
え
ら
い
人
だ
け
ん 

水　

光

ち
ょ
び
っ
と 

こ
る
が
財
産
分
け
か
い
た 

 

左　

党

に
ゃ
ー
わ
ん 

そ
の
体
型
に
ロ
ン
グ
て
な 

 

五　

女

お
ち
ょ
く
ん
な 

俺
の
頭
は
広
辞
苑 

 

英　

坊

ち
ょ
び
っ
と 

痩
せ
た
痩
せ
た
て
大
騒
ぎ 

 

梅　

月

に
ゃ
ー
わ
ん 

美
女
が
千
鳥
足
で
行
く 

 

美　

由

に
ゃ
ー
わ
ん 

服
も
化
粧
も
そ
の
歳
で 

 

乗　

仏

ち
ょ
び
っ
と 

こ
っ
ち
ま
わ
し
て
く
れ
ん
ど
か 

三　

水

じ
ね
ー
ん
と 

愛
の
鞭
て
ち
分
か
る
だ
ろ 
 

千　

笑

お
ち
ょ
く
ん
な 

よ
か
縁
談
も
ま
と
ま
ら
ん  

美　

樹

に
ゃ
ー
わ
ん 

あ
た
が
真
面
目
な
つ
ら
し
て
も 

好　

茶

師
往
き
給
う
今
に
し
訓

お
し
え

蘇
よ
み
が
える

笹
舟
の
わ
れ
怠
惰
を
詫
び

ぬ 

斉
藤　

芳
子

空
港
で
息
送
り
し
よ
り
歩
を
緩
め
黙
せ
る
夫
に
添
い
ゆ
く

し
ば
し 

下
川　

つ
ぎ

イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
の
真
似
し
て
孫
と
背
を
反
ら
す
夕
べ
の
中

天
半
月
あ
ら
は 

佐
　々

重
弘

訪
う
家
の
飼
い
犬
吾
を
覚
え
し
か
目
瞑
り
て
話
し
聞
き
ゐ

る
如
し 

木
下　

陽
子

八
十
才
過
ぎ
て
習
字
に
励
み
い
し
叔
母
の
訃
報
に
想
い
止

ま
ざ
る 

岩
崎　

清
継

庭
畑
の
抜
く
草
そ
れ
ぞ
れ
性
を
持
つ
逆
ら
う
が
あ
り
諾

う
べ
な

ふ

が
あ
り 

岩
崎　

照
代

正
座
し
て
筆
持
ち
半
紙
に
認

し
た
た

む
る
靖
国
の
み
た
ま
に
献
詠

の
歌
を 

森　
　

道
子

感
知
機
は
ど
こ
に
あ
る
庭
の
し
だ
れ
梅
連
な
り
し
蕾
今
日

満
開
と
な
る 

岩
津　

涼
子

購あ
が
なひ
し
芽
吹
き
初
め
た
る
チ
ュ
リ
ッ
プ
帰
宅
の
刻と

き

と
競
ひ

植
え
な
む 

堀　
　

甲
子

阿
蘇
枯
野
風
車
に
夕
日
搦
み
お
り 
芹
川
の
り
子

鞍
岳
の
深
霧
吸
い
し
名
茶
汲
む 

出
田
み
と
り

逝
く
水
は
帰
ら
ず
庭
の
梅
古
木 

芹
川　

蓉
子

樋
を
打
つ
音
変
り
た
る
み
ぞ
れ
か
な 

水
谷　

ミ
ネ

紀
元
節
を
知
る
輩

と
も
が
らの

皆
逝
き
ぬ 

東　
　

芳
子

見
送
り
の
喪
着
に
ほ
ん
の
り
梅
香
る 

中
山　

栄
子

枯
れ
蓮
の
池
よ
り
寒
さ
広
が
れ
り 

岩
根
サ
チ
子

朝
戸
出
に
梅
一
輪
を
見
届
け
し 

中
尾
ヨ
シ
コ

寒
強
し
春
草
だ
け
は
伸
び
て
行
く 

郷　

ミ
ヤ
子

猫
の
恋
え
さ
食
み
早
々
出
で
ゆ
き
し 

岩
根　

良
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　

３
月
例
会

肥
後
狂
句
水
笑
会　

３
月
例
会

七
城
短
歌
会　
　
　

３
月
詠
草

旭
志
文
芸
俳
句
会　

３
月
詠
草

ひ
そ
や
か
に
来
た
る
客ま

ろ
う
ど人
霜
解
け
の
枯
葉
押
し
上
げ
福
寿

草
燿て

る 

岩
永　

典
子

こ
の
橋
を
渡
れ
ば
界
も
展
く
べ
し
軽
く
押
し
ゆ
く
シ
ル

バ
ー
カ
ー
も 

氏
岡　

百
枝

青
空
へ
音
符
の
や
ふ
に
は
じ
け
出
て
山さ

ん
し
ゅ
ゆ

茱
萸
の
花
は
歌
ふ

が
ご
と
し 
梅
田　

昭
子

う
か
う
か
と
如き

さ
ら
ぎ月
も
早
や
ゆ
き
に
け
り
冴
え
た
る
短
歌
も

成
ら
ず
終し

ま

ひ
て 

梅
野
か
を
り

桃
の
花
咲
き
初
め
し
路
地
走
り
来
て
園
児
ら
互

か
た
み

に
小
さ
き

指
さ
す 

黒
田　

衣
子

幻
に
川
の
行ゆ

く
へ方
を
辿
る
な
り
今
こ
の
ま
ま
の
岸
菜
咲
か
せ

て 

竹
野
美
智
代

軒
近
く
山
茶
花
咲
か
せ
梅
咲
か
せ
独ひ

と

り
世
す
ぎ
に
め
ぐ
る

春
の
陽 

中
原
ち
え
子

思
は
ず
の
陽
気
に
触
れ
て
梅
の
花
ま
こ
と
ほ
の
ぼ
の
集
落

明
か
り 

村
上　

咲
江

帳
簿
よ
り
解
き
放
た
れ
て
五
年
経
ち
ペ
ン
胼だ

胝こ

い
つ
か
指

よ
り
消
ゆ
る 

山
代　

静
子

銀
色
の
刺と

げ

従
へ
て
楤た

ら

芽め

ふ
く 

冨
田　

幸
子

裏
庭
に
春
椎
茸
の
二
つ
三
つ 

茨
木　

幸
子

楤た
ら

の
芽め

の
日
一
日
と
緑
濃
く 

緒
方　
　

玲

紫げ

雲ん

英げ

田だ

に
遊
び
し
友
は
今
は
亡
く 

松
永　

久
子

鳥
雲
に
散
歩
の
犬
は
叢

く
さ
む
らに 

中
路　

郁
子

ふ
る
る
風
ま
だ
尖
り
居
り
啓け

い

蟄ち
つ

日び 

高
木　

陽
子

花は
な

辛こ
ぶ
し夷
み
ん
な
仰
い
で
ゆ
く
通
り 

鋤
本　

ト
ミ

江
の
電
の
一
日
切
符
春
の
風 

田
中
ひ
さ
子

少
年
の
追
越
す
ペ
タ
ル
春
の
風 

東　
　

鈴
子

離
れ
住
む
孫
の
便
り
や
梅
開
く 

稲
田　

羚
子

咲
き
誇
り
木
蓮
天
空
狭
く
せ
し 

斉
藤　

貴
恵

茎
立
ち
て
畑
の
あ
ち
こ
ち
彩
ど
り
ぬ 

梅
田　

昭
子

内
助
の
功 
お
陰
で
受
賞
出
来
ま
し
た 

東　
　

栄
次

本
領
発
揮 
上
手
取
っ
た
ら
電
車
道 

窪
田　

明
徳

の
さ
ん
ね
え 

長
挨
拶
の
始
ま
っ
た 

高
倉　

新
米

意
地
っ
張
り 

だ
け
ん
一
人
で
暮
ら
し
き
る 

光
堀　

善
教

勝
手
な
も
ん 

相
続
し
た
ら
う
ち
売
っ
た 

田
中　

孝
幸

意
地
っ
張
り 

理
想
落
と
さ
に
ゃ
と
う
の
た
つ 

北
村　

竹
刀

本
領
発
揮 

爆
発
し
と
る
強
打
線 

安
武　

二
山

の
さ
ん
ね
え 

や
っ
と
慣
れ
た
ら
又
異
動 
藤
由　

藤
紫

意
地
っ
張
り 

白
も
黒
て
ち
言
い
通
す 
小
川　

繁
美

内
助
の
功 

捕
手
の
殊
勲
に
さ
す
エ
ー
ス 

太
田　

雄
三

勝
手
な
も
ん 

死
ぬ
程
好
き
て
言
う
と
い
て 

狩
野　

本
六

の
さ
ん
ね
え 

歯
ぎ
し
り
止
む
と
大
イ
ビ
キ 

須
藤　

新
生

白
梅
は
満
開
に
枝
張
り
匂
う
今
年
何
斗
の
実
を
結
ぶ
ら
ん

 

内
田
つ
ね
代

一
輪
の
真
紅
の
椿
笑
む
ご
と
し
雪
の
三
千
段
真
白
を
登
る

 

高
藤
タ
ツ
ノ

午
後
の
陽
が
照
り
わ
た
る
庭
を
恋
猫
が
わ
が
も
の
顔
に
横

切
り
行
け
り 

中
山　

定
子

自
然
繁
殖
一
〇
〇
羽
と
言
わ
ぬ
鴨
の
群
れ
裏
の
川か

わ

面も

に
溢

る
る
平
和 

福
原
美
智
子

成
人
の
記
念
に
孫
が
頂
き
し
白
梅
満
開
朝
夕
仰
ぐ

 

藤
本
の
り
子

春
の
陽
の
輝
や
く
青
空
澄
み
て
お
り
強
烈
に
走
る
一い

ち

朶だ

白

雲 

宮
本　

峯
子

見
映
え
せ
ぬ
な
ず
な
の
花
が
間
伸
び
し
て
春
に
先
が
け
咲

き
て
そ
よ
げ
る 

大
島　

き
と

枝し
だ
れ垂
梅
ほ
し
い
と
思
う
植
木
市
八
十
六
歳
買
わ
ず
に
帰
る

 

長
尾
は
る
み

得
意
気
に
片
手
を
振
れ
る
小
走
り
の
幼
見
守
る
気
を
揉
み

な
が
ら 

平
嶋
き
く
え

菊
池
短
歌
会　
　
　
　

３
月
詠
草

万
句
の
里
俳
句
会　

３
月
句
会

肥
後
狂
句
桜
会　
　

３
月
例
会

泗
水
短
歌
会　
　
　

３
月
詠
草

広
報
文
芸
き
く
ち

４
月
１
日
号
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

14
ペ
ー
ジ
の
広
報
文
芸
き
く
ち
「
肥
後
狂
句
桜
会
」
の
７
句
目
、
９
句
目
、

12
句
目

誤
（
×
） 

玉
に
暇

　
　
　

←

正
（
○
） 

玉
に
瑕

※
玉
に
瑕 

母
乳
の
出
ら
ん
Ｆ
カ
ッ
プ 

太
田　

雄
三

※
玉
に
瑕 

屁
理
屈
ば
か
り
押
し
通
す 

北
村　

竹
刀

※
玉
に
瑕 

シ
ャ
ン
だ
け
ど
愛
嬌
の
無
ァ 

須
藤　

新
生

お
わ
び
と
訂
正
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INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

健
診
希
望
調
査
票
未
提
出
の

人
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

ポ
リ
オ
の
集
団
予
防
接
種
を
、
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

ポ
リ
オ
と
は

　

手
足
の
麻
痺
が
現
れ
る
「
小
児
ま

ひ
」
と
呼
ば
れ
る
感
染
症
で
す
。

受
け
方

　

１
回
の
服
用
で
は
十
分
な
免
疫
が

得
ら
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
６
週
間
以
上

の
間
隔
を
あ
け
て
、
２
回
服
用
し
て

く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

•
母
子
健
康
手
帳

※
忘
れ
る
と
接
種
が
で
き
ま
せ
ん
。

•
予
診
票

※ 

な
い
場
合
は
、
接
種
前
日
ま
で
に

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
、
市

役
所
ま
た
は
各
総
合
支
所
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
注
意

•
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
対
象
年
齢
が
「
６

カ
月
未
満
ま
で
」
で
す
の
で
、
先
に

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
次

の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

•
下
痢
が
ひ
ど
い
と
ワ
ク
チ
ン
の
効

果
が
弱
ま
る
の
で
延
期
し
ま
し
ょ
う
。

•
冊
子
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健

康
」
を
よ
く
読
み
、
理
解
し
た
う
え

で
受
け
ま
し
ょ
う
。

•
予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分
間
は
、

急
な
副
反
応
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
会
場
で
観
察
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ポ
リ
オ
予
防
接
種
後
か
ら
次
の
予

防
接
種
ま
で
は
、
必
ず
４
週
間
以
上

あ
け
て
く
だ
さ
い
。

※ 

健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
の
日
程

を
一
部
変
更
し
ま
す

　

先
に
各
家
庭
に
配
布
し
た
「
健
康

づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
中
で
、

ポ
リ
オ
の
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

○
１
ペ
ー
ジ

　

11
月
９
日（
木
）↓
11
月
２
日（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　

４
月
に
送
付
し
た
「
健
診
希
望
調

査
票
」
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人

は
、
５
月
15
日
（
月
）
ま
で
に
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　

次
の
日
程
で
日
本
赤
十
字
社
の
社

資
（
寄
付
金
）
の
募
集
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

　

日
赤
の
社
資
は
、
国
内
外
の
赤
十

字
の
大
切
な
活
動
費
と
な
り
、
国
際

紛
争
や
自
然
災
害
、
火
災
な
ど
の
際

に
大
切
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

赤
十
字
活
動
に
理
解
を
い
た
だ
き
、

今
後
も
社
資
の
募
集
へ
の
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

５
月
１
日（
月
）〜
５
月
31
日（
水
）

目
標
金
額

　

一
般
社
資　

５
５
０
万
円

問
い
合
わ
せ
・
納
入
先

　

福
祉
課
、
各
総
合
支
所
民
生
課

　月：甲状腺機能亢進症
　火：甲状腺機能低下症
　水：若いのに髪が抜ける
　木：歯科口腔外科で扱う病気
　金：口が乾くのは
　　　病気でしょうか？
土日：「性のこと考えよう」
　　　シリーズ⑦
　　　人工妊娠中絶の
　　　もたらすもの

５月の　　　　　健康情報
☎096（385）3300 （24時間）

モシモシモシモシモシモシ

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　�（25）1111

問い合わせ

七城総合支所　�（25）1000
旭志総合支所　�（37）3111
泗水総合支所　�（38）2111
※４月１日より菊池総合支所は、本庁に統合
　されました。

本　　庁

総合支所

• 

国
保
加
入
期
間
が
３
カ
月
以
上
の

人
• 

満
年
齢
が
30
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の

人
•
国
民
健
康
保
険
税
完
納
世
帯

　

申
し
込
み
は
、
本
庁
お
よ
び
各
総

合
支
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
受
診
結
果
は
、
承
諾
の
う

え
保
健
事
業
に
活
用
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間　

５
月
１
日
（
月
）
〜

　

平
成
19
年
１
月
31
日
（
水
）

受
診
期
間

　

平
成
19
年
２
月
28
日
（
水
）
ま
で

※ 

受
け
付
け
は
、
予
算
の
範
囲
内
で

す
の
で
、
早
め
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※ 

菊
池
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係
、

各
総
合
支
所
民
生
課

契約医療機関
（金額は自己負担額で消費税込み）

検査医療機関名 １泊２日コース 日帰りコース
日赤健康管理センター 18,900 円 11,970 円
菊池養生園診療所 18,690 円 11,430 円
菊池郡市医師会立病院 18,900 円 10,800 円
川口病院 14,175 円 11,025 円
牧診療所（日帰りコースのみ） － 12,600 円
高野病院 18,900 円 11,970 円
済生会熊本病院 22,050 円 12,600 円
郷胃腸科内科クリニック 15,000 円 9,900 円

介護保険料額（年額）
（基準額：4,100 円／月）

段　階 対象者 計算方法 保険料額
（年額）

第１段階
生活保護の受給者または老齢福祉年金
受給者であって本人および世帯全員が
市民税非課税の人

基準額
× 0.5 24,600 円

第２段階
（新段階）

世帯全員が市民税非課税で課税年金収
入額＋合計所得金額が 80万円以下の
人

基準額
× 0.5 24,600 円

第３段階 世帯全員が市民税非課税で、第２段階
対象者以外の人

基準額
× 0.75 36,900 円

第４段階 本人は市民税非課税であるが、世帯の
誰かに市民税が課税されている人

基準額
× 1.0 49,200 円

第５段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が
年額 200万円未満の人

基準額
× 1.25 61,500 円

第６段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が
年額 200万円以上の人

基準額
× 1.5 73,800 円

■新しい介護保険では、高齢者が住み
慣れた地域でいつまでも元気で暮らせ
るよう「介護が必要になったとき」だ
けでなく「介護予防」にも重点をお
き、介護を地域みんなで支えるために、
40 歳以上のすべての人に介護保険料
を納めていただくことになっています。

■ 65歳以上の人の保険料は、それぞれ
の市町村で必要な介護サービスの総費
用に応じて、３年ごとに決められます。

■今回介護保険制度改正が行われ、65
歳以上の方の負担率が 18% から
19%に引き上げられました。また、
低所得者の負担を軽減するため、５段
階から６段階設定に変更を行いました。

■皆さんが納める介護保険料は、菊池市
の介護保険を運営していくための大切
な財源ですので、介護保険料のご理解
とご協力をお願いします。

65歳以上の人（第1号被保険者）の

新しい介護保険料が決まりました

「
菊
池
市
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
」

の
受
け
付
け
を
始
め
ま
し
た

ポ
リ
オ
予
防
接
種

ポリオ日程表
と　　き ところ 対象者

５月 16日
（火）

午後１時 30分
～午後２時

菊池市文化会館

実施日に生後
３カ月～ 90 カ
月（７歳６カ月）
未満の乳幼児

５月 25日
（木） 七城公民館

６月７日
（水） 泗水公民館

６月 15日
（木）

旭志老人憩いの家
「太陽の家」

６月 20日
（火） 菊池市文化会館

●ＢＣＧ
と　き　５月 30日（火）
　　　　午後１時 30分～午後２時
ところ　菊池市文化会館
対象者　３カ月以上６カ月未満の乳児

●ポリオ
対象者　実施日に生後３カ月～ 90カ月
　　　　（７歳６カ月）未満の乳幼児
※詳細は、左の記事で確認してください。

●麻しん（はしか）・風しん
　菊池市では、風しんワクチン不足のため、３
月 31日までに風しん予防接種ができなかった
人について、接種費用を一部負担します。
と　き　９月 30日（土）まで
ところ　菊池市が委託する医療機関
※事前の予約が必要です。
対象者
　生後 24月（満２歳）～ 90月未満（７歳６
カ月未満）で、３月 31日までに麻しんの予防
接種が済んでいる人（罹患を含む）。
　市が委託する医療機関以外での接種を希望す
る場合は、事前に市役所または各総合支所窓口
で、母子健康手帳を持参のうえ手続きをしてく
ださい。事前に届出がない場合には接種料金は
補助できませんので、注意してください。

赤
十
字
社
資
運
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
の
受
け
付
け
を
始
め
ま
し
た
。

　

助
成
額
は
検
査
費
用
の
７
割
で
、
次
の
各
医
療
機
関
か
ら
１
泊
２
日
・

日
帰
り
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

平成 18年度から 65歳以上の人が納める保険料
　介護サービス費用（報酬）の見直し・
負担率の引き上げ・低所得者対策な
どで、菊池市の保険料「基準額」が
表のように変わりました。
ひと月の基準額　4,100円
年　額　49,200円

５月の予防接種
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

問い合わせ先　生きがい推進課介護保険係
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INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

固
定
資
産
の
価
格

〜
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
へ
の
審
査
申
出
期
間
〜

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
の
税
率
の

改
正

自
動
車
税
の
納
付
は
５
月

末
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
の
軽

自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
４

月
か
ら
元
気
な
老
人
が
な
る
べ
く
要

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま

た
、
要
介
護
に
な
っ
て
も
地
域
で

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
と

「
地
域
支
援
事
業
」
と
「
新
し
い
介

護
保
険
制
度
」
と
の
２
本
柱
で
高
齢

者
を
連
続
的
に
支
え
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
、
自
分
ら
し
く
尊
厳
あ

る
生
活
を
住
み
慣
れ
た
地
域
で
送
る

た
め
に
は
、「
で
き
る
だ
け
介
護
状

態
に
な
ら
な
い
」「
悪
化
し
な
い
」

を
目
標
に
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
18
年
度
か
ら
元
気

な
人
か
ら
要
介
護
状
態
の
人
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に
応
じ
て
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

保
健
師
や
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

社
会
福
祉
士
、
看
護
師
、
歯
科
衛
生

士
、
栄
養
士
な
ど
の
専
門
職
種
が
連

携
し
て
高
齢
者
の
介
護
予
防
に
関
す

る
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

○ 

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
今
の
状
態
に

合
わ
せ
た
介
護
予
防
の
支
援
を
行

い
ま
す

• 

要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ
れ
た
人

が
、
状
態
が
悪
化
し
な
い
よ
う
に

介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
つ
く
り
、

心
身
の
維
持
・
改
善
を
目
標
に
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

※
一
部
居
宅
介
護
支
援
事
業
に
委
託
。

• 

支
援
や
介
護
が
必
要
と
な
る
恐
れ

の
高
い
人
に
は
、
生
活
機
能
低
下

に
な
ら
な
い
よ
う
に
必
要
な
介
護

予
防
事
業
の
利
用
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

• 

自
立
し
た
生
活
を
し
て
い
る
一
般

高
齢
者
に
は
、
現
在
の
状
態
を
維

持
し
て
も
ら
う
た
め
に
積
極
的
に

介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
け
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

○ 

高
齢
者
を
取
り
巻
く
色
々
な
困
り

ご
と
や
心
配
ご
と
の
相
談
窓
口
と

な
り
ま
す

　

介
護
に
関
す
る
相
談
や
悩
み
以
外

に
も
、
健
康
や
福
祉
、
生
活
に
関
す

る
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
ま
す
。

○
皆
さ
ん
の
権
利
を
守
り
ま
す

　

お
金
の
管
理
や
契
約
に
関
す
る
こ

と
に
不
安
が
あ
る
と
き
、
頼
れ
る
家

族
が
い
な
い
場
合
な
ど
に
、
成
年
後

見
人
制
度
の
手
続
き
の
支
援
を
し
ま

す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
へ
の
虐
待
の
早
期

発
見
・
把
握
に
努
め
対
応
し
ま
す
。

○ 

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
円

滑
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
支

援
・
指
導
を
し
て
い
き
ま
す

○ 

住
民
の
皆
さ
ん
が
、
よ
り
暮
ら
し

や
す
い
地
域
に
す
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す

◇ 

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
で
き
る
限

り
自
分
で

　

安
易
に
サ
ー
ビ
ス
に
頼
ら
ず
、
本

来
持
つ
自
分
の
力
を
発
揮
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

◇ 

あ
な
た
の
「
し
た
い
こ
と
」「
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
こ
と
」
を

大
切
に

　
「
こ
う
い
う
生
活
を
し
て
い
き
た

い
」「
こ
ん
な
夢
を
実
現
し
た
い
」

と
い
う
一
人
ひ
と
り
の
生
活
・
人
生
、

自
己
実
現
を
支
援
す
る
の
が
介
護
予

防
で
す
。
各
個
人
の
意
思
、
意
欲
が

何
よ
り
尊
重
さ
れ
ま
す
。

◇ 

「
目
標
志
向
型
」
の
サ
ー
ビ
ス
利

用

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
あ
た
り

明
確
な
目
標
を
設
定
し
、
一
定
期
間

後
に
そ
れ
が
達
成
で
き
た
か
ど
う
か

評
価
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
再
検
討
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
課

　市民の皆さんの法律などに関する心配ごとや困りごと（家庭・金銭・
相続・登記などの問題）の相談に応じます。相談は無料です。お気軽
にご利用ください。
と　き　５月 16日（火）午前９時 30分～午後０時 30分まで
※ 受付は、午前 11時 30分までしますが、相談者多数の場合は時間
に限りがありますので、お断りすることもあります。
ところ　菊池市中央公民館　２階
相談者　弁護士　由井照二氏、人権擁護委員、行政相談委員
問い合わせ先　市民課市民年金係

　

自
動
車
税
の
納
付
通
知
書
を
５
月

初
め
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
の
５
月
31
日
（
水
）
ま
で

に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
各
地
域
振
興
局

税
務
課
、
熊
本
県
税
事
務
所
、
自
動

車
税
事
務
所
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
度
に
自
動
車
税
が
加
算

（
約
10
％
）
さ
れ
る
自
動
車

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

　

平
成
７
年
３
月
31
日
以
前
に
新
車

新
規
登
録
の
も
の

ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車

　

平
成
５
年
３
月
31
日
以
前
に
新
車

新
規
登
録
の
も
の

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
菊
池
地
域
振
興
局
税
務
課

　

☎
（
25
）
４
１
１
１

　

身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
る
人
な

ど
の
名
義
の
軽
自
動
車
な
ど
（
家
族

の
人
が
運
転
も
含
む
）
で
、
障
害
の

程
度
、
使
用
目
的
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
場
合
に
は
軽
自
動

車
税
が
「
減
免
」
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

減
免
申
請
す
る
場
合
は
５
月
24
日

（
水
）
ま
で
に
菊
池
市
役
所
税
務
課

ま
た
は
、
各
総
合
支
所
税
務
係
ま
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
減

免
は
普
通
車
を
含
め
１
人
１
台
で
、

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

• 

納
税
通
知
書
（
５
月
８
日
（
月
）

頃
送
付
予
定
）

• 

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

険
福
祉
手
帳　

な
ど

•
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

•
車
検
証

•
印
鑑　

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
市
民
税

係
、
各
総
合
支
所
税
務
係

　

所
有
の
固
定
資
産
税
の
内
容
は
、

市
役
所
税
務
担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
価
格
に
不

服
が
あ
る
場
合
に
は
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
へ
審
査
を
申
し
出
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

期
間
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
す
べ
き
固
定
資
産
の
価
格
等
の

す
べ
て
を
登
録
し
た
旨
を
公
示
し
た

日
（
４
月
３
日
）
か
ら
納
税
通
知
書

の
交
付
を
受
け
た
日
後
60
日
ま
で
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先

固
定
資
産
税
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係
、
各
総
合

支
所
総
務
振
興
課
税
務
係

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
関
す

る
こ
と　

税
務
課
管
理
係

　

固
定
資
産
税
の
税
率
は
、
合
併
後

不
均
一
で
し
た
が
、
平
成
18
年
度
か

ら
１
・
４
％
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

　

一
般
的
な
税
金
の
質
問
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
便
利
で
す
。

　

探
し
や
す
く
分
か
り
や
す
く
す
る

た
め
、
税
目
別
に
分
類
さ
れ
て
い
る

「
税
目
別
検
索
」
と
、「
キ
ー
ワ
ー
ド

検
索
」
の
２
種
類
か
ら
利
用
で
き
ま

す
。

•
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.taxansw

er.nta.go.jp

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
利
用

　

電
話
で
の
税
金
相
談
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
自
動
的
に
回
答
す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。

　

相
談
に
必
要
な
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
コ
ー
ド
表
」
は
、
税
務
署
の
窓

口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
年
中
無
休
・
終
日
利
用
可
能
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
（
熊
本
）

　

☎
０
９
６
（
３
２
６
）
２
２
２
２

わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより 問い合わせ先　菊池市文化会館
　�（24）1101

村川尚子　
期間：５月９日（火）～５月21日（日）
　「SKY STREAM」のグループの１年間の写真展です。
　四季折々に姿を変える空の様子。１日に何回の衣替えをするのでしょうか？
毎年この時期に展示を行っていますが、その度に新しい感動を頂いています。
皆さんのお越しをお待ちしています。

航空機写真と絵手紙と

期間：５月７日（日）まで
　まちかど資料館企画展示として、泗水町田中の出身で、佐賀県唐津市肥前
町高串地区においてコレラと闘い、25歳の若さで殉職した増田敬太郎さん
を紹介します。

神様になった警察官　増田敬太郎展

さ
ま
ざ
ま
な
状
態
の
高
齢
者

の
段
階
に
応
じ
て
介
護
予
防

を
支
援
し
て
い
く
拠
点
と
し

て
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
地
域
包
括
支
援
課
内
）」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た

地域包括支援センターが携わる部分

一般高齢者向
けの介護予防
事業

「要支援予備
軍」向けの介
護予防事業

介護予防サー
ビス
（新予防給付）

介護サービス
（介護給付）

元気な高齢者

生活機能の低
下により要支
援へ移行する
危険性のある
人

生活機能低下
が軽い人
（要支援
１・２の人）

生活機能低下
が中・重度で
介護サービス
が適切な人
（要介護
１～５の人）

高　　齢　　者

地域支援事業 新しい介護保険制度

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

主
な
仕
事

介
護
予
防
を
進
め
て
い
く
た

め
に
、
こ
ん
な
視
点
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う

　次世代に残したい熊本の自然。その営みを
菊池夢美術館で、もう一度体感してみません
か。
と　き　５月９日（火）～５月 20日（土）
　　　　午前９時～午後６時
ところ　菊池夢美術館
出展者　後藤忠士、後藤マキ、迫　政博、
　　　　久米文子、金子康典、梅本貞雄
問い合わせ先　菊池夢美術館
　　　　　　　☎（23）1155

喜多和子
期間：５月23日（火）～６月４日（日）
　平成 16年２月に 67歳で死去し、３回忌
を迎えました。
　生前、手なぐさみに日頃から書き楽しんで
いた中から、せめてもの供養になればと小品
のみを条幅、額にまとめてみました。
　皆さんに見て頂ければ、故人もさぞ喜ぶこ
とと思います。ぜひ一度、お越しください。

喜多紫水（幸夫）遺作展
（第２回３回忌展）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
地
域
包
括
支
援
課
内
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

「人権擁護委員、行政相談委員、弁護士」相談所開設

グループ藍 写真展への誘い
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INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

こ
れ
ま
で
以
上
に
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
飛
散
で
す

５
月
10
日（
水
）〜
６
月
９
日（
金
）

野
鳥
保
護
指
導
取
締
等

強
化
月
間

●
対　

策

• 

散
布
量
が
多
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

• 

風
の
弱
い
時
に
は
、
風
向
き
に
気

を
つ
け
て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

• 

散
布
の
方
向
や
位
置
に
気
を
つ
け

て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

• 

細
か
す
ぎ
る
散
布
粒
子
の
ノ
ズ
ル

は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
、
散
布
圧

力
を
上
げ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

• 

タ
ン
ク
や
ホ
ー
ス
は
洗
い
も
れ
が

な
い
よ
う
に
き
れ
い
に
洗
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●
ポ
イ
ン
ト

• 

飛
散
を
出
来
る
だ
け
減
ら
す
よ
う

工
夫
し
て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

ま
た
、
農
薬
を
散
布
し
た
ら
必
ず

記
帳
し
ま
し
ょ
う
。

• 

散
布
す
る
こ
と
を
周
り
の
栽
培
者

に
伝
え
、
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
な
ど
、
地
域

の
農
業
者
同
士
の
連
絡
を
密
に
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
振
興
課
、

　

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　

野
鳥
の
さ
え
ず
り
を
よ
く
耳
に
す

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
季

野
鳥
た
ち
は
、
春
の
訪
れ
と
と
も
に

繁
殖
期
に
入
り
、
夏
頃
ま
で
は
ヒ
ナ

を
育
て
る
た
め
に
盛
ん
に
活
動
し
ま

す
。

　

自
然
の
中
で
生
活
し
て
い
る
野
鳥

を
勝
手
に
捕
獲
す
る
こ
と
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
県
で
は
皆
さ
ん
に
野
鳥

保
護
へ
の
理
解
の
呼
び
か
け
を
強
め
、

野
鳥
の
違
法
捕
獲
や
違
法
飼
養
の
防

止
に
つ
い
て
、
普
段
よ
り
さ
ら
に
力

を
入
れ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
菊
池
地
域
振
興
局
林
務
課

　

☎
（
25
）
４
１
１
１

　

内
線
３
８
４　

ま
た
は

　

熊
本
県
自
然
保
護
課
野
生
鳥
獣
班

　

☎
０
９
６
（
３
８
３
）
１
１
１
１

　

内
線
７
４
５
７
〜
７
４
５
９

　

冬
休
み
、
私
は
母
の
勤
め
て
い
る

障
害
者
施
設
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
、
年
齢
、
症
状
な
ど
様
々
な

方
々
が
生
活
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私

が
行
っ
た
時
は
年
明
け
前
だ
っ
た

の
で
、
指
導
員
の
先
生
と
一
緒
に
門

松
を
作
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
雪
が
20
セ
ン
チ

近
く
積
も
っ
て
い
て
凍
え
る
程
寒
い

の
に
外
で
作
業
を
さ
れ
て
い
る
方
も

い
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
過
ご
し
方
は
、

母
か
ら
聞
い
て
い
た
通
り
、
本
当
に

人
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
う
で
し
た
。
そ
ん

な
光
景
を
見
て
思
っ
た
こ
と
は
、
責

任
感
の
あ
る
方
ば
か
り
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
仕
事
を
任
さ
れ
て「
え
ー
」

と
嫌
が
り
な
が
ら
も
、
言
わ
れ
た
こ

と
は
、
最
後
ま
で
き
ち
ん
と
や
り
通

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
私
は
、
そ

れ
が
と
て
も
す
ご
い
と
思
っ
た
し
尊

敬
し
ま
し
た
。

　

先
日
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で

成
人
式
の
映
像
が
流
れ
て
い
ま
し

た
。
ワ
イ
ワ
イ
騒
ぐ
人
で
い
っ
ぱ
い

の
華
や
か
な
場
面
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
流
れ

た
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
あ
る
障
害
者
施

設
で
の
成
人
式
の
様
子
で
し
た
。
綺

麗
な
着
物
を
着
て
、
ニ
コ
ニ
コ
し
て

い
る
人
ば
か
り
で
、
見
て
い
る
母
も

私
も
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
今
後
の
目
標
を
聞
か
れ
、

答
え
ら
れ
た
言
葉
。
そ
れ
は
、「
早

く
自
立
し
て
、
仕
事
が
し
た
い
」
で

し
た
。
途
切
れ
途
切
れ
で
し
た
が
、

そ
の
言
葉
に
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
の
世
の
中
に
は
、
障
害
の
あ
る

人
に
対
し
偏
見
を
持
っ
て
い
る
人
が
、

ま
だ
い
る
と
思
い
ま
す
。
障
害
の
あ

る
人
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
差

別
や
偏
見
自
体
が
私
は
許
せ
ま
せ
ん
。

平
気
で
人
を
傷
つ
け
た
り
、
傷
つ
け

る
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
り
、
そ
ん

な
人
が
私
は
許
せ
ま
せ
ん
。
私
が
施

設
に
行
っ
て
思
っ
た
こ
と
、
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て
思
っ
た
こ
と
は
、
障
害

の
あ
る
人
は
生
き
る
こ
と
に
誇
り
を

持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
人
に
頼
ら
ず
に
生
き
て
い
こ

う
と
す
る
気
持
ち
は
、
私
な
ん
か
よ

り
ず
っ
と
強
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う

や
っ
て
志
高
く
生
き
て
い
る
人
は
と

て
も
尊
敬
で
き
ま
す
。

　

人
は
、
生
き
る
権
利
を
皆
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
権
利
を
ど
れ
だ
け
認

識
し
、
考
え
、
大
切
に
し
て
、
そ
し

て
ど
れ
だ
け
誇
り
を
持
っ
て
生
き
て

い
く
か
で
社
会
は
変
わ
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
人
の
生
き
方
を
尊
敬
す

る
こ
と
は
、
そ
の
人
の
人
権
を
尊
重

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
私
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
人
の

生
き
方
を
尊
敬
し
、
自
分
の
行
き
方

に
も
誇
り
を
持
ち
た
い
で
す
。

人
権
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和
教
育
シ
リ
ー
ズ

生
き
る
こ
と

　
　

菊
池
女
子
高
校　

山
田
祐
子 ⑫

狂犬病予防注射日程
月日 時間 予防注射実施場所 対象地区 月日 時間 予防注射実施場所 対象地区

５月８日
（月）

9：50～
10：50 ＪＡ菊池竜門支所

旧菊池市

５月17日
（水）

9：00～
9：30 田島二区公民館

旧泗水町

11：30～
12：00 迫龍ふれあいセンター 10：00～

11：00 泗水第二体育館

13：30～
14：00

水迫里山の家
（旧農村女性の家）

13：15～
14：00 永公民館

14：40～
15：10 迫間支館 14：30～

15：00 井戸方構造改善センター

５月９日
（火）

9：50～
10：20 藤田公民館

５月18日
（木）

9：00～
9：30 南住吉公民館

11：00～
12：00 ＪＡ菊池旧河原支所 10：00～

11：00
泗水B＆G海洋センター
体育館

13：00～
13：30 塚原公民館 13：15～

13：45 久米一区公民館

14：10～
15：10 ＪＡ菊池水源中央支所 14：00～

15：00 泗水体育館

５月10日
（水）

9：20～
10：20 戸崎支館 ５月28日

（日）
9：00～
10：30 泗水総合支所

11：00～
12：00 ＪＡ菊池旧花房支所倉庫前

５月22日
（月）

9：30～
10：30 社会福祉協議会七城支所

旧七城町13：30～
15：00 ＪＡ菊池旧菊池支所倉庫前 11：00～

12：00 七城多目的研修センター

５月11日
（木）

10：00～
11：00

青少年ホーム
（菊池体育センター裏）

13：00～
14：00 リバーサイドパーク

５月14日
（日）

10：00～
12：00 菊池市役所北側駐車場

５月15日
（月）

10：00～
10：40

尾足コミュニティー
センター

旧旭志村

11：00～
11：40 妻越担い手センター

13：10～
14：00 高永集会所

５月16日
（火）

10：00～
10：50 高柳集落センター

11：00～
11：40 楠原構造改善センター

13：10～
14：00 旭志グラウンド

春期狂犬病予防集合注射と犬の登録受付を行います

基準値をオーバーする
と、生産物の出荷停止
や回収などの対応が求
められる可能性もあり
ます

菊池市サッカースクール 旭志サッカースクール 七城スクール 菊池北スクール
活 動 日 毎週水曜日 毎週土または日曜日 毎週月曜日 毎週土または日曜日
活 動 時 間 午後７時30分～午後９時 昼間 午後７時30分～午後９時 昼間
活 動 場 所 旧七城町民Gまたは七城小G 旭志小G 七城小G 菊池北小G
代 表 者 宮本 平島 田中 永田
共 通 の
年 会 費

保険料：500円、スポーツ少年団登録費：500円、
NPО法人菊池市サッカー協会一般会員費：1,000円の合計2,000円　

スクール毎
の 活 動 費

年間：8,000円（一括）、9,000円
（２回）、10,000円（月毎） 年間：4,000円 年間：6,000円 年間：4,000円

対 象 者 幼・保～小６ 小１～小３ 小３～小６ 小１～小３
備 考 ルネサンスFCの指導（幼・保～小２）

　犬の登録と毎年１回の狂犬病予防注射は、法律で義務
づけられていますので犬の所有者の人は必ず受けてくだ
さい。
　また、登録していない犬の所有者の人、または新たに
犬（生後 91日以上）を所有した人は、会場で登録手続
きをしてください。
料　金（1頭につき）
•登録料　　　3,000 円
•集合注射料　3,000 円（注射済票 500円含む）

※ 動物病院などで注射を受けたときは、獣医師の証明書
を菊池市役所環境課または各総合支所まで持参して、
注射済票発行手続き（１頭に付き注射済票発行手数料
500 円が必要）を済ませてください。注射実施会場
でも発行できます。
※ いずれの会場でも接種はできます。また、登録済の人
は「狂犬病予防注射日程等のご案内」の葉書を持参し
てください。
問い合わせ先　環境課、各総合支所民生課

　このたび、NPO法人の認可を受け、NPO法人
菊池市サッカー協会が発足しました。
　現在KSAサッカースポーツ少年団では、下表の
４つのスクールで活動しています。皆さんも一緒に
楽しみませんか。
※菊池市サッカー協会グループホームページ
http://groups.yahoo.co.jp/group/kikuchi-soccer/
問い合わせ先　NPO法人菊池市サッカー協会
　会長　上村良一　☎ 090（5386）6118

KSAサッカースポーツ少年団 団員募集

自然界の野鳥を勝手に捕獲するこ
とは法律で禁止されています

　

５
月
29
日
か
ら
食
品
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、
残
留
農
薬
の
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
リ
ス
ト
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
今
ま
で
残
留
農
薬
基
準
値
が
な
い
農
薬
に
も
、

０
・
０
１
ｐ
ｐ
ｍ
と
い
う
低
い
数
値
が
基
準
値
と
し
て
設
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
基
準
値
を
オ
ー
バ
ー
す
る
と
、
生
産
物
の
出
荷
停
止
や
回
収
な

ど
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

農
薬
散
布
を
す
る
と
き
は

こ
れ
ま
で
以
上
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
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INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111 INFORMATION

水道法 24条の２に定める水質基準項目水質検査結果の公表
　平成 17年度に行った、水質基準項目水質検査の結果を公表します。表１の検査結果のとおり、すべての項目
で基準値内で、良質な水道水を提供しています。
水道法施行規則第 15条第６項に定める水質検査計画の公表
　平成 18年度に計画している水質検査は、浄水（塩素処理された水）は表 2、原水（水源地で採水した水）は表
３のとおりです。
※検査結果および検査計画は、菊池市ホームページでも公表しています。
表１　平成 17年度水質基準項目検査結果

検査項目 基準値
（㎎／ℓ）

上水道
最大値
（㎎／ℓ）

簡易水道、
専用水道
最大値
（㎎／ℓ）

検査項目 基準値
（㎎／ℓ）

上水道
最大値
（㎎／ℓ）

簡易水道、
専用水道
最大値
（㎎／ℓ）

一般細菌 100個／㎖ 0 0 六価クロム化合物 0.05 － 0.005未満
大腸菌 不検出 不検出 不検出 フッ素化合物その化合物 0.8 0.44 0.24
塩化物イオン 200 20未満 20未満 ホウ素及びその化合物 1 0.1未満 0.1未満
有機物（全有機炭素（TOC）の量） 5 0.5未満 0.5未満 四塩化炭素 0.002 － 0.0002未満
pH値 5.8～8.6 7.6 8.2 １、４－ジオキサン 0.05 0.005未満 0.005未満
味 異常ではない 異常なし 異常なし １、１－ジクロロエチレン 0.02 － 0.002未満
臭気 異常ではない 異常なし 異常なし シス－１、２－ジクロロエチレン 0.04 － 0.004未満
色度 5 0.5未満 0.5未満 ジクロロメタン 0.02 － 0.002未満
濁度 2 0.2未満 0.2未満 テトラクロロエチレン 0.01 － 0.001未満
シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01 0.001 0.001 トリクロロエチレン 0.03 － 0.003未満
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 5.4 4.3 ベンゼン 0.01 － 0.001未満
クロロ酢酸 0.02 0.002未満 0.002未満 亜鉛及びその化合物 1 － 0.1未満
クロロホルム 0.06 0.006未満 0.006未満 アルミニウム及びその化合物 0.2 0.02 0.02未満
ジクロロ酢酸 0.04 0.004未満 0.004未満 鉄及びその化合物 0.3 － 0.03未満
ジブロモクロロメタン 0.1 0.01未満 0.01未満 銅及びその化合物 1 － 0.1未満
臭素酸 0.01 0.001未満 0.001 ナトリウム及びその化合物 200 － 20未満
総トリハロメタン 0.1 0.01未満 0.01 マンガン及びその化合物 0.05 － 0.005未満
トリクロロ酢酸 0.2 0.02未満 0.02未満 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300 88.4 66.2
ブロモジクロロメタン 0.03 0.003未満 0.003未満 蒸発残留物 500 223 180
ブロモホルム 0.09 0.009未満 0.011 陰イオン界面活性剤 0.2 － 0.02未満

ホルムアルデヒド 0.08 0.008未満 0.008未満 ジェオスミン 0.00001 0.000001
未満

0.000001
未満

カドミウム及びその化合物 0.01 － 0.001未満 ２－メチルイソボルネオール 0.00001 0.000001
未満

0.000001
未満

水銀及びその化合物 0.0005 － 0.0005未満 非イオン界面活性剤 0.02 0.005未満 0.005未満
セレン及びその化合物 0.01 － 0.001未満 フェノール類 0.005 0.0005未満 0.0005未満
鉛及びその化合物 0.01 － 0.001未満 ※検査結果は、基準値以下であること。
ヒ素及びその化合物 0.01 0.001 0.003

表２　平成18年度水質基準項目検査計画

検査項目 基準値
（㎎／ℓ）

平成18
年度検査
実施頻度

検査項目 基準値
（㎎／ℓ）

平成18
年度検査
実施頻度

毎
月
検
査
項
目

一般細菌 100個／㎖

年12回 省
略
不
可
項
目

シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01

年４回

大腸菌 不検出 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10
塩化物イオン 200 クロロ酢酸 0.02
有機物（全有機炭素（ＴOC）の量） 5 クロロホルム 0.06
ｐH値 5.8～8.6 ジクロロ酢酸 0.04
味 異常ではない ジブロモクロロメタン 0.1
臭気 異常ではない 臭素酸 0.01
色度 5 総トリハロメタン 0.1
濁度 2 トリクロロ酢酸 0.2

ブロモジクロロメタン 0.03
ブロモホルム 0.09
ホルムアルデヒド 0.08

表２　平成18年度水質基準項目検査計画　のつづき

検査項目 基準値
（㎎／ℓ）

平成18
年度検査
実施頻度

検査項目 基準値
（㎎／ℓ）

平成18
年度検査
実施頻度

省
略
可
能
項
目

カドミウム及びその化合物 0.01

年４回

省
略
可
能
項
目

銅及びその化合物 1

年４回

水銀及びその化合物 0.0005 ナトリウム及びその化合物 200
セレン及びその化合物 0.01 マンガン及びその化合物 0.05
鉛及びその化合物 0.01 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300
ヒ素及びその化合物 0.01 蒸発残留物 500
六価クロム化合物 0.05 陰イオン界面活性剤 0.2
フッ素化合物その化合物 0.8 ジェオスミン 0.00001
ホウ素及びその化合物 1 ２－メチルイソボルネオール 0.00001
四塩化炭素 0.002 非イオン界面活性剤 0.02
１、４－ジオキサン 0.05 フェノール類 0.005
１、１－ジクロロエチレン 0.02 ※検査結果は、基準値以下であること。
シス－１、２－ジクロロエチレン 0.04 ●採水カ所

•上水道区域（４カ所）
　城山水系、大琳寺水系、富納水系、桜山水系
•簡易水道区域（10カ所）
　水源中央水系、迫間水系、花房水系、伊野水系、龍門水系、
　西部第１水系、西部第２水系、弁利水系、
　小川・九の峰水系、三の西沖水系
•専用水道（１カ所）
　雇用促進住宅（七城町）

ジクロロメタン 0.02
テトラクロロエチレン 0.01
トリクロロエチレン 0.03
ベンゼン 0.01
亜鉛及びその化合物 1
アルミニウム及びその化合物 0.2
鉄及びその化合物 0.3

表３　平成18年度原水水質検査計画（40項目）

検査項目 基準値
（㎎／ℓ）

平成18年度
検査実施頻度 検査項目 基準値

（㎎／ℓ）
平成18年度
検査実施頻度

一般細菌 100個／㎖

年１回

ベンゼン 0.01

年１回

大腸菌 不検出 亜鉛及びその化合物 1
塩化物イオン 200 アルミニウム及びその化合物 0.2
有機物（全有機炭素（TOC）の量） 5 鉄及びその化合物 0.3
ｐH値 5.8～8.6 銅及びその化合物 1
味 異常ではない ナトリウム及びその化合物 200
臭気 異常ではない マンガン及びその化合物 0.05
色度 5 カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300
濁度 2 蒸発残留物 500
シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01 陰イオン界面活性剤 0.2
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 ジェオスミン 0.00001
カドミウム及びその化合物 0.01 ２－メチルイソボルネオール 0.00001
水銀及びその化合物 0.0005 非イオン界面活性剤 0.02
セレン及びその化合物 0.01 フェノール類 0.005
鉛及びその化合物 0.01 ※ この他に、泗水町第３水源地では、毎月１回大腸菌、嫌気性

芽胞菌の検査を行います。
※検査結果は、基準値以下であること。

ヒ素及びその化合物 0.01
六価クロム化合物 0.05
フッ素化合物その化合物 0.8 ●採水カ所

•上水道区域（10カ所）
　亘中央、亘第２、亘第３、亘第４、大琳寺、泗水町第１、
　泗水町第２、泗水町第３、泗水町第４、
　泗水町第５水源地
•簡易水道区域（10カ所）
　水源第１、迫間、花房、伊野、龍門、西部第１、西部第２、
　弁利、小川、三の西沖水源地
•専用水道（１カ所）
　雇用促進住宅（七城町）

ホウ素及びその化合物 1
四塩化炭素 0.002
１、４－ジオキサン 0.05
１、１－ジクロロエチレン 0.02
シス－１、２－ジクロロエチレン 0.04
ジクロロメタン 0.02
テトラクロロエチレン 0.01
トリクロロエチレン 0.03

菊池市の水道水は良質です 水質検査結果および水質検査計画の公表
問い合わせ先　水道局　☎（25）1811
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INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

職員組合
事 務 所

収入役室

会計窓口

宿直室

会議室

市民部
福祉課

市民部
環境課

市民部
地域包括支援課

玄関

ホール

相談室相談室
経済部
農林振興課

経済部
農林整備課

経済部
商工観光課総務部税務課

会計課 市民部
市民課

市民部
健康推進課

市民部
子育て支援課

玄関ポーチ

市民部
生きがい推進課

階　段

階
段

トイレ

企画部
情報企画課
（電算室）

防災無線室電　話
交換室トイレ

総務部職員課

総務部総務課

総務部財政課

総務部
男女共同参画
推進室

総務部
人権啓発課

総務部
安全対策課

総務部
行政改革推進室

助役室 市長室

応接室

企画部
企画振興課

企画部
国際交流課

応接室

総務部総務課
（秘書係）

階段

トイレ

印刷室

階段

選挙管理
委員会事務局

企画部
新市調整室

企画部
情報企画課

トイレ

階段

階段

議員控室

正副議長室

第２委員会室

第１委員会室

議　場

議会事務局

第４委員会室

第３委員会室

大会議室

監査委員事務局

　市民の皆さんへのサービスは、本庁と七城・旭志・泗水の各総合
支所の合計４カ所で行っています。
　４月１日に菊池総合支所が本庁に統合されるなどにより、各課
の配置が一部変更になりました。新しい配置図は次のとおりです。
来庁時の参考にしてください。

菊池市庁舎配置図

本庁 所在地　菊池市隈府 888番地　☎（25）1111

１階 ２階

３階本庁舎

玄関

玄関

階段
農業委員会事務局会議室

レセプト
点 検 室

第２庁舎

１階

教育委員会
教育総務課 教育委員会

社会体育課

教育委員会
社会教育課

教育長室
トイレ 会議室

階段

２階
（教育委員会）

土地改良区建設部
下水道課

建設部
住宅課

経済部
地籍調査課

教育委員会
菊池分室
教　育　課

玄関
菊池市中央公民館

玄関

階段

１階

建設部
都　市
整備課

建設部
維持課

建設部
土木課

建設部
用地課

階段

菊池市中央公民館（2F）

水道課

階段

玄関

第３庁舎

水道局

２階

※教育委員会文化振興課は、菊池市文化会館の１Ｆにあります。
☎（24）1101
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INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

玄関

階段

階
段

ト
イ
レ

管
理
人
室

玄関

ロビー

吹抜

会議室会議室
教
育
委
員
会

泗
水
分
室

教　

育　

課

泗水公民館

吹抜階
段

階
段

階
段

図
書
室

ト
イ
レ

防
災
無
線
室

会議室

大会議室 トイレ 庁議室

総務振興課

総　合
支所長

産業振興課
（農委事務局分室）
（土地改良区）

正面玄関

ロビー

市民相談室
男子休憩室

女　子
休憩室

宿直室
建設課トイレ総　務

振興課民生課

相談室
民生課階

段 階
段

階
段

会　計
事　務

２階

１階

泗水総合支所 所在地　菊池市泗水町福本 383番地　☎（38）2111

総　合
支所長

建設課 総務振興課

正面玄関

ロビー

防災無線室

宿直室

トイレ

会　計
窓　口

庁
議
室（
大
）

庁
議
室（
小
）

トイレ

民生課

産業振興課
（農委事務局
分室）

（土地改良区）

文化ホール

ト
イ
レ

図書室

階段

教育委員会
七 城 分 室
教　育　課

ロビー 玄関

和室

和室

正面玄関 正面玄関

民生課総　務
振興課

応　接
コーナー

産業振興課
（農委事務局分室）
（土地改良区）

ロビー

総　合
支所長

トイレ

トイレ

建設課

階
段

トイレ
会議室

会議室 宿直室

会　計
事　務

階段

大研修室

吹抜

ホール

トイレ
階段

階段

中研修室

調理室
図書室

玄関

会議室

教育委員会
旭志分室
教 育 課

旭志多目的研修センター

七城公民館

七城総合支所 所在地　菊池市七城町甲佐町 74番地 1　☎（25）1000

旭志総合支所 所在地　菊池市旭志小原 240番地　☎（37）3111
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５月の行事予定
防犯の窓防犯の窓防犯の窓

シリーズ 1212
被害防止はカギかけで！！

　最近、菊池市内で「脱衣場あらし」と「車
上ねらい」被害が多発しています。被害の大
きな要因として、
•ロッカーのカギをかけていない
•ドアロックをしていない
などが挙げられます。
　被害者は「面倒くさい」「まさか盗られな
いだろう」などの理由からカギをかけず、結
果的に被害に遭っている訳です。
　もちろん、泥棒がいなければ被害は発生し
ませんが、ちょっとした防犯意識を持ち、カ
ギかけを確実に行っていれば未然に防ぐこと
ができたと思われます。
　カギは何のためにあるのかをもう一度よく
考える必要がありそうです。被害に遭わない
ためには、ごく当たり前のことですが、
•カギは必ずかけること
　（できれば２重ロック）
•車内には、貴重品を置かないこと
を心掛けましょう。
　また、泥棒を捕まえるためには、何よりも
情報が必要です。
　不審な人物や車両などの情報があれば、菊
池警察署まで連絡してください。
問い合わせ先
　菊池警察署生活安全係　☎（24）0110

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

５月３日
なみかわ小児科 大津町 096（293）1163 内田整形外科医院 合志市 096（242）3333
隈部医院 菊池市 （25）2851 菊南皮ふ科医院 合志市 096（345）0107

４日
さとう医院 大津町 096（293）2550 山下胃腸科クリニック 合志市 096（345）0600
髙木医院 菊池市 （25）2532 温耳鼻咽喉科医院 合志市 096（248）6188

５日
竹田津医院 大津町 096（293）2521 光の森脳神経外科内科 菊陽町 096（232）7711
山岡胃腸科クリニック 合志市 096（248）9001 産科婦人科 大竹クリニック 合志市 096（344）3232

７日
野沢内科医院 大津町 096（293）8000 友田皮ふ科医院 合志市 096（248）6211
大森医院 合志市 096（248）0003 林秀樹歯科医院 菊池市 （25）4500
岩倉整形外科医院 大津町 096（293）8888

14日
てらしま小児科 菊陽町 096（232）5151 岸眼科 菊池市 （38）0075
西合志病院 合志市 096（242）2745 もとだ歯科医院 菊池市 （38）6373
菊陽台病院 菊陽町 096（232）1191

５
月
の
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

公共事業入札の公表

　横町は、まつりが大好き。
　なんか、ぱーっとおもしろかこっばや
ろうと始めた「通りゃんせ市」。今年も
横町区共催で開催します。
　市民の皆さん、一緒に春を楽しみま
しょう。
と　き　５月６日（土）
　　　　午前 11時～午後９時
ところ　横町通り（歩行者天国）
内　容　◆陶芸◆残したいきくちの風景
原画展示◆産地直売野菜市場（農高）
◆飲食物販売（おいしいものがいっぱ
い）◆紙芝居◆ FM放送◆お楽しみ
餅まき◆野点◆フリーマーケット◆ス
テージ　アトラクション◆午後７時か
らは街角コンサート
問い合わせ先
　鳥越家具店　☎（25）2650

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心

配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人
な

ら
誰
で
も
、
ど
ん
な
問
題
で
も
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談

日
程
・
場
所

２
日
（
火
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー   

11
日
（
木
）
菊
池
市
福
祉
会
館

18
日
（
木
）

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

25
日
（
木
）
旭
志
老
人
憩
い
の
家

開
設
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

法
律
相
談

日
程
・
場
所

２
日
（
火
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間

　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

弁
護
士
・
相
談
員

※
要
予
約
。
早
め
に
電
話
に
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

•
菊
池
支
所
（
菊
池
市
福
祉
会
館
）

☎
（
25
）
５
０
０
０

• 

七
城
支
所
（
七
城
多
目
的
研
修
セ

ン
タ
ー
）　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

•
旭
志
支
所
（
旭
志
老
人
憩
い
の
家
）

☎
（
37
）
３
７
０
８

• 

泗
水
支
所
（
泗
水
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
）　
　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

試
験
日　

８
月
16
日
（
水
）

会　

場　

熊
本
県
立
大
学

受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
程
度
で
飲

食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
２
年
以
上

の
調
理
実
務
経
験
の
あ
る
人

願
書
受
付

　

６
月
５
日（
月
）〜
６
月
９
日（
金
）

願
書
配
布　

各
保
健
所
、
県
庁
健
康

づ
く
り
推
進
課
な
ど

提
出
先

•
熊
本
市
外
の
県
内
移
住
者

　

↓
県
保
健
所

•
熊
本
市
移
住
者

　

↓
熊
本
市
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先

　

最
寄
り
の
保
健
所　

ま
た
は

　

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
０
８

５
月
12
日
（
金
）
受
付
締
切

○
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

　
（
一
般
・
技
術
）

○
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

　
（
歯
科
・
薬
剤
師
）

○
医
科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官

　
（
医
師
・
歯
科
医
師
）

５
月
26
日
（
金
）
受
付
締
切

○
海
上
自
衛
隊
技
術
幹
部

○
海
上
自
衛
隊
技
術
海
曹

※ 
２
等
陸
海
空
士
は
、
年
間
を
通
じ

て
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
連
絡
部

　

菊
池
分
駐
所

　
　
　
　

☎
（
24
）
２
７
７
２

入札（開札）日:３月29日（水） 入札（開札）場所:菊池市水道局

件　名
予定価格（税込・円）

落札者 指　名
業者数

事　業
担当課落札額（税込・円）

平成17年度きくちふるさと
水源交流館北側棟改修工事

38,264,000 ㈱生田工務
店 9 企画

振興課37,485,000 
平成17年度きくちふるさと
水源交流館宿泊棟新築及び
交流レクレーション室改修工事

34,679,000 ㈲石原工務
店 9 企画

振興課33,810,000 

平成17年度きくちふるさと
水源交流館改修電気設備工事

16,950,000 ㈲城北電気
工事 6 企画

振興課16,747,500 
平成17年度きくちふるさと
水源交流館改修管設備工事

33,162,000 ㈲クドウ工
業 6 企画

振興課32,550,000 
入札（開札）日:３月27日（月） 入札（開札）場所:菊池市役所３階第１委員会室

平成17年度
菊池公園整備工事（第２期）

52,246,000 
㈱竹﨑建設 11 都市

整備課51,135,000 
入札（開札）日:３月６日（月） 入札（開札）場所:菊池市水道局

平成17年度泗水中央線
道路改築工事１工区

32,871,000 
㈱トーカイ 4 土木課

31,867,500 
入札（開札）日:２月15日（水） 入札（開札）場所:菊池市役所３階第２委員会室

平成17年度市営田島団地
建築工事（第３期）

261,380,000 酒井建設工
業㈱ 15 都市

整備課204,739,500 

横町通りゃんせ市
～始まるよ～

裁判員が参加する仕事
裁 判を行う・・・法廷で証人の話を聞いた
り、証拠を調べたりします。
評 議・・・裁判員と裁判官で、有罪・無罪
や刑の内容を決めます。
判決
問い合わせ先　熊本地方検察庁企画調査課
　☎ 096（323）9035

平成21年スタート
私の視点、私の感覚、私の言葉で参加します。

熊
本
県
調
理
師
試
験

自
衛
官
募
集
の
ご
案
内

菊池 七城 旭志 泗水

１ 月 健康相談
9：30～10：30　泗水総合支所

２ 火
３ 水
４ 木 ファミリーコンサート2006　13：30開場／14：00開演　泗水ホール

５ 金
６ 土 横町通りゃんせ市　11:00～21:00　横町通り（歩行者天国）

７ 日

８ 月
健康相談
9：30～10：30　健康相談室

育児相談　9：30～10：30　西部市民センター

９ 火
社会保険出張相談所開設　10：00～15：00　菊池市中央公民館

６・７カ月児健診
13：10～13：30  西部市民センター

10 水 すくすくクラブ
10：30～12：00　児童センター

行政相談　9：00～12：00
多目的研修センター
３・４・６・７カ月児健診
13：30～14：00  多目的研修センター

11 木
アットホーム「マタニティ」（母親学級）　13：15～13：30　菊池市中央公民館

３・４カ月児健診
13：30～14：00　泗水公民館

12 金
３・４カ月児健診
13：10～13：30　文化会館

第７回ホタルフェスタ　18:00～21:00　七城町前川公園
13 土 第７回ホタルフェスタ　18:00～21:00　七城町前川公園

14 日

15 月 健康相談
9：30～10：30　旭志総合支所

16 火

育児教室　9：30～10：00　西部市民センター
「人権擁護委員、行政相談委員、弁護
士」相談所開設　9：30～12：30
菊池市中央公民館２階
ポリオ予防接種
13：30～14：00　文化会館

17 水 すくすくクラブ　10：30～12：00
児童センター

６・７カ月児健診
13：30～14：00　泗水公民館

18 木 ３・４・６・７カ月児健診
13：30～14：00  旭志老人憩いの家

19 金
男女共同参画専門委員相談　13:30～16:30　文化会館

１歳６カ月児健診
13：10～13：30　文化会館

20 土
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夜　市
　前川公園内に、メロンなどの地域の特
産物が勢揃いします。

竹灯篭
　駐車場から開場までを、約 700の竹灯
篭が幻想的に道案内します。

交通規制※午後６時～午後９時
　前川地区入口から岩瀬地区までの道路
約 500m とその周辺を交通規制します。
七城総合グラウンドの駐車場をご利用く

ださい。
　なお、身体障害者の人の駐車場は会場
近くに別に設けていますので、スタッフ
にお訪ねください。

ホタルの鑑賞予想
前川水源周辺
　ゲンジボタル　５月上旬～５月中旬
　夕暮れから午後９時ごろまで

問い合わせ先
　商工観光課振興調整係　☎（25）1111

イベント内容
ほたるの音楽祭
•陸上自衛隊第８音楽隊
•旭志少年少女合唱団
•ホタルセレナーデ踊り　ほか
特産品まつり
※イベント内容は都合により変更する場
合もあります。

ホタルの鑑賞予想
旭志高柳「二鹿来川（にかきがわ）」
　ゲンジボタル　５月中旬～５月下旬
旭志小原「渡瀬川（わたせがわ）」
　ゲンジボタル　５月下旬～６月上旬
旭志湯舟
　ヒメボタル　５月中旬～５月下旬

問い合わせ先
　商工観光課振興調整係　☎（25）1111

菊池市役所（本庁）は、環境管理の国際規格「ISO14001」を認証取得しています

菊池市情報企画課
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL 0968（25）1111
FAX 0968（25）5720
ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/
市長メール　mayor@city.kikuchi.kumamoto.jp
行政メール　kouhou@city.kikuchi.kumamoto.jp

発行・編集

敷島印刷株式会社
印刷

■人口：52,704人 （-148）

　男性：25,199人 （-80）

　女性：27,505人 （-68）

■世帯：17,255世帯 （-11）

本文は古紙配合率 100％
再生紙を使用しています
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集
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記
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３月末の人の動き
（対前月比）

新
緑
が
美
し
い
５
月
。
山
開

き
の
取
材
で
菊
池
渓
谷
に
行
っ

た
際
、
透
き
通
る
水
の
上
で
、

黄
緑
色
に
芽
吹
き
始
め
た
新
緑

を
目
に
し
た
。

自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
に
こ

ん
な
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
が
あ

る
の
か
と
再
認
識
し
、「
大
型

連
休
に
友
人
や
家
族
な
ど
と
出

か
け
て
み
る
の
も
い
い
か
も
し

れ
な
い
」
と
考
え
た
。
渋
滞
が

心
配
さ
れ
る
が
、「
そ
れ
も
ひ

と
つ
の
思
い
出
に
な
る
か
ら
」

と
思
い
な
が
ら
。

菊

　「ハッピー・バースデー」では、平成19年４月まで
に誕生日を迎える３歳までの子どもさんの写真を
募集しています。随時募集していますが、誕生月の
掲載になりますので、誕生月の前月10日を締切日
とし、先着７人を掲載します。写真にコメントを添え
て、菊池市役所または各総合支所の広報担当まで申
し込んでください（写真は後日持参でも可）。

ハッピー・バースデーハッピー・バースデー

H15年
5月10日
生まれ

たいがおにいちゃん、
仲良くしてくれて
ありがとう。

元気いっぱいの
いたずらっこです。
みんな、これからも
よろしくねっ！

みんなに愛され、
元気いっぱい
育ってます。

上
野
響
暉
く
ん

（
３
歳 

○ 

袈
裟
尾
）

父
・
元
嗣
さ
ん

母
・
可
奈
子
さ
ん

う
え
の 

ひ
び
き菊

篠
原
颯
斗
く
ん

（
１
歳 

○ 

上
赤
星
）

父
・
敬
司
さ
ん

母
・
千
秋
さ
ん

し
の
は
ら 

は
や
と菊

鈴
木
凰
羅
く
ん

（
１
歳 

○ 

上
赤
星
）

父
・
正
和
さ
ん

母
・
貴
美
代
さ
ん

す
ず
き

お
う
ら菊

梅
田
怜
明
く
ん

（
１
歳 

○ 

中
町
）

父
・
和
也
さ
ん

母
・
さ
お
り
さ
ん

う
め
だ
さ
と
あ
き菊

宮
﨑
結
和
ち
ゃ
ん

（
１
歳 

○ 

袈
裟
尾
）

父
・
竜
太
さ
ん

母
・
美
和
さ
ん

み
や
ざ
き  

ゆ　

な

ま
つ
お
か 

さ
つ
き

菊

松
岡
咲
樹
ち
ゃ
ん

（
１
歳 

○ 

田
吹
）

父
・
哲
也
さ
ん

母
・
静
枝
さ
ん

泗

成
田
苺
花
ち
ゃ
ん

（
１
歳 

○ 

竹
の
下
）

父
・
賢
一
さ
ん

母
・
加
代
さ
ん

な
り
た 

ま
い
か泗

H17年
5月4日
生まれ

H17年
5月11日
生まれ

H17年
5月20日
生まれ

H17年
5月24日
生まれ

H17年
5月14日
生まれ

しずこばぁちゃん、
いつまでも元気に
ながいきしてね。

H17年
5月9日
生まれ

ばぁばたち、
いつもありがとう。
これからも
よろしくね。

おじいちゃん、
おばあちゃん、
いつもいっぱい
抱っこしてくれて、
ありがとう。

ゆり姉ちゃん、
いっぱいあそんでね！

第７回ホタルフェスタ第７回ホタルフェスタ
と　き　５月12日（金）・13日（土）
　　　　午後６時～午後９時
　　　　※両日とも雨天の場合は５月14日（日）に開催
ところ　七城町前川公園
駐車場　七城総合グラウンド

と　き　５月12日（金）・13日（土）
　　　　午後６時～午後９時
　　　　※両日とも雨天の場合は５月14日（日）に開催
ところ　七城町前川公園
駐車場　七城総合グラウンド

2006 kikuchi
ホタルフェスタ in 旭志
2006 kikuchi
ホタルフェスタ in 旭志
と　き　５月27日（土）
　　　　午後５時30分～午後９時
　　　　※雨天の場合は５月28日（日）に開催
ところ　菊池市旭志小原グラウンド

と　き　５月27日（土）
　　　　午後５時30分～午後９時
　　　　※雨天の場合は５月28日（日）に開催
ところ　菊池市旭志小原グラウンド

～ホタルの乱舞と幻想を呼ぶ竹灯篭～～ホタルの乱舞と幻想を呼ぶ竹灯篭～


